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平成26年留萌市成人式

2	【新連載】
輝く市民、挑戦する市民を応援します！

輝く留萌挑戦物語
４	市民が主役のマチづくりを
	 　　　　さらに進めるために

平成25年度	市政懇談会の報告	ほか
10	議会だより
18	くらしのお知らせ
24	健康ひろば

26	【連載】ごみ減量のコツ
27	留萌市情報アンテナ

特集

　１月１２日㈰、文化
センターで式典が開か
れ、出席した１４７人
の門出を祝いました。
　艶やかな振袖や袴、
スーツに身を包み、懐
かしい友人と記念撮影
をする姿が、あちらこ
ちらで見られました。
　式典では、大人とし
て自覚と責任を持って
暮らしていこうと気持
ちを新たにしました。
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輝く市民、挑戦する市民を応援します！

▲品質劣化を防ぐため内袋と外袋の２重構造で封入
し、２袋入りの食べやすい使いきりサイズ

▲ルルロッソの乾燥パスタは日持ちが良く強いコ
シと小麦本来の強い香りが特徴

こ
だ
わ
り
の
オ
ー
ル
留
萌
産

新
た
な
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
に

地
元
産
小
麦
で
パ
ス
タ
開
発

乾
燥
時
間
の
課
題
を
ク
リ
アるもい農業「人」と「食」の交流推進協議会

会長　中原　耕治さん
留萌・麦で地域をチェンジする会

会長　仲田　隆彦さん

商
品
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

 

留
萌
・
麦
で
地
域
を
チ
ェ
ン
ジ

す
る
会
（
事
務
局
：
Ｊ
Ａ
南
る
も
い

小
平
支
所
）

 

56
‐
２
２
１
１

商
品
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

 

る
も
い
農
業
「
人
」と
「
食
」の

交
流
推
進
協
議
会
（
事
務
局
：
市
・

農
林
水
産
課
） 

　 

42
‐
１
８
３
７

　

留
萌
市
は
高
品
質
米
と
し
て
評
判
の

高
い
南
る
も
い
米
の
産
地
で
す
が
、
生

産
農
家
の
高
齢
化
が
進
み
、
担
い
手
不

足
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
留
萌
農
業
の
活
性
化
に
は
、
水
稲

以
外
に
も
新
た
な
特
産
物
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
、
市
役
所
と
一
緒
に
協

議
会
を
設
立
し
、風
土
工
房「
こ
さ
え
ー

　

ル
ル
ロ
ッ
ソ
は
、
ア
イ
ヌ
語
で
留
萌

を
意
味
す
る
「
ル
ル
モ
ッ
ペ
」、
留
萌

の
夕
日
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
赤
の
イ
タ
リ

ア
語
「
ロ
ッ
ソ
」
が
由
来
で
、
漢
字
で

は
留
萌
の
夕
日
に
映
え
、
潮
風
に
た
な

び
く
小
麦
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
生
パ
ス
タ

「
留
々
夕
麦
（
ル
ル
ロ
ッ
ソ
）」
の
販
売

る
」
の
減
圧
低
温
乾
燥
機
を
活
用
し
た

商
品
開
発
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

大
根
に
着
目
し
た
の
は
、
留
萌
に
住

む
人
に
と
っ
て
鰊
漬
け
に
も
使
わ
れ
て

い
る
親
し
み
の
あ
る
野
菜
で
あ
り
、
乾

燥
食
品
と
し
て
も
な
じ
み
が
深
く
、
少

量
な
が
ら
大
根
生
産
農
家
も
多
い
こ
と

か
ら
挑
戦
し
よ
う
と
考
え
ま
し
た
。

を
平
成
23
年
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

　

地
元
で
生
産
さ
れ
た
小
麦
を
使
っ
た

弾
力
の
あ
る
モ
チ
モ
チ
・
コ
チ
コ
チ
し

た
食
感
と
小
麦
本
来
の
強
い
香
り
が
特

徴
の
ル
ル
ロ
ッ
ソ
は
、
口
コ
ミ
な
ど
で

高
い
評
価
を
得
て
、
現
在
で
は
地
元
だ

け
で
は
な
く
、
道
内
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン

　

こ
の
切
干
大
根
は
留
萌
の
海
風
を
浴

び
な
が
ら
、
農
家
の
手
に
よ
り
丹
念
に

育
て
ら
れ
た
大
根
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ

れ
あ
い
の
家
の
メ
ン
バ
ー
が
大
根
の
収

穫
、
製
造
、
袋
詰
め
ま
で
を
一
貫
し
て

行
い
ま
し
た
。 

　

そ
こ
で
は
大
根
の
数
量
確
保
か
ら
、

品
質
の
均
一
化
、
施
設
の
安
全
・
衛
生

管
理
、
販
売
先
の
確
保
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

の
色
合
い
や
形
・
内
容
・
文
字
配
列
ま

で
、
多
く
の
方
が
関
わ
り
商
品
化
を
目

指
し
ま
し
た
。 

　

こ
れ
が
、
オ
ー
ル
留
萌
産
「
て
ぎ
り

干
し
大
根
」
で
あ
り
、
生
の
大
根
で
は

味
わ
え
な
い
食
感
と
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
を
豊

富
に
含
み
、
こ
れ
ま
で
の
切
り
干
し
大

根
と
は
違
っ
た
感
覚
で
味
わ
え
る
商
品

で
も
利
用
さ
れ
、
お
土
産
と
し
て
も
重

宝
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ル
ル
ロ
ッ
ソ
の
乾
燥
パ
ス
タ
の
開
発

の
き
っ
か
け
は
、
生
パ
ス
タ
よ
り
も
日

持
ち
が
良
く
、
手
軽
に
購
入
で
き
る
お

土
産
と
し
販
路
の
拡
大
を
目
指
す
こ
と

で
広
く
留
萌
地
域
を
Ｐ
Ｒ
す
る
良
い
機

会
に
な
る
の
で
は
と
の
想
い
で
挑
戦
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
水
分
を
飛
ば
し
て

作
る
乾
燥
パ
ス
タ
に
、
い
か
に
生
パ
ス

タ
の
よ
う
な
食
感
と
風
味
を
残
す
か
が

大
き
な
課
題
で
し
た
。
麺
の
形
状
を
丸

麺
と
し
、
乾
燥
時
間
の
微
妙
な
設
定
に

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
平
成
25
年
11
月

に
完
成
・
販
売
に
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。

　

留
萌
・
麦
で
地
域
を
チ
ェ
ン
ジ
す
る

会
メ
ン
バ
ー
の
強
い
こ
だ
わ
り
と
地
域

の
発
展
を
目
指
す
熱
い
想
い
が
こ
の
商

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
は
、
道
内
で

干
し
野
菜
を
広
め
る
第
一
人
者
、
野
菜

ソ
ム
リ
エ
の
長
谷
部
直
美
先
生
の
監
修

に
よ
る
新
た
な
切
干
大
根
の
レ
シ
ピ
を

豊
富
に
載
せ
て
い
ま
す
の
で
、
料
理
の

際
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
、

食
卓
に
新
た
な
彩
り
を
添
え
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
域
な
ら
で
は
の

こ
だ
わ
り
の
商
品
を
農
家
、関
係
団
体
、

Ｊ
Ａ
、
市
な
ど
と
連
携
し
、
新
し
い
地

域
ブ
ラ
ン
ド
、
生
産
か
ら
製
造
ま
で
の

地
域
完
結
型
の
商
品
づ
く
り
を
通
し

て
、
農
業
、
農
村
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
に
挑
戦
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　
「
て
ぎ
り
干
し
大
根
」
は
、
市
内
Ａ

コ
ー
プ
ル
ピ
ナ
ス
、
お
み
や
げ
処
お
勝

手
屋
「
萌
」
で
購
入
で
き
、
札
幌
市

内
で
は
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
、

フ
ー
ド
バ
ラ
エ
テ
ィ
す
ぎ
は
ら
、
北
海

道
ど
さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
、
き
た
キ
ッ
チ
ン

な
ど
で
取
り
扱
わ
れ
る
予
定
で
す
。

１
月
上
旬
か
ら
試
験
販
売
を
開
始
し
た
「
て
ぎ
り
干
し
大
根
」
は
、
生
産

か
ら
収
穫
、
製
造
、
袋
詰
め
ま
で
の
す
べ
て
を
留
萌
産
に
こ
だ
わ
っ
た

切
干
大
根
で
す
。
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
、る
も
い
農
業「
人
」と「
食
」

の
交
流
推
進
協
議
会
会
長
の
中
原
耕
治
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ル
ル
ロ
ッ
ソ
の
原
料
の
小
麦
（
北
海
２
５
９
）
は
、
通
常
の
国
産
小
麦

で
は
得
ら
れ
な
い
デ
ュ
ラ
ム
小
麦
に
近
い
超
硬
質
の
特
徴
を
持
ち
、
国

内
で
は
栽
培
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
希
少
な
個
性
の
強
い
小
麦
を
原

料
に
ル
ル
ロ
ッ
ソ
の
商
品
開
発
に
取
り
組
ん
だ
、
留
萌
・
麦
で
地
域
を

チ
ェ
ン
ジ
す
る
会
会
長
の
仲
田
隆
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

１

ルルロッソ販売と乾燥パスタ開発オール留萌産切干大根の商品化

今月号よりさまざまな分野で挑戦を続ける
「留萌人」を紹介する新連載が始まります。

品
を
生
み
出
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
産
者
の
皆

さ
ん
の
心
強
い
協
力
を
得
て
、
平
成
22

年
に
約
０
・
５
ha
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

小
麦
の
作
付
面
積
も
、
25
年
に
は
約
18

倍
の
約
９
・
０
ha
に
ま
で
拡
大
し
、
多

く
の
製
造
と
販
売
の
需
要
に
耐
え
ら
れ

る
規
模
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

　

幸
運
な
こ
と
に
平
成
25
年
12
月
に
、

留
萌
・
麦
で
地
域
を
チ
ェ
ン
ジ
す
る
会

が
、
北
海
道
開
発
局
主
催
の
「
わ
が
村

は
美
し
く
―
北
海
道
」
運
動
第
６
回
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
大
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
パ
ス
タ
ソ
ー
ス
や
留
萌

産
小
麦
を
使
用
し
た
商
品
開
発
な
ど
歩

み
を
止
め
る
こ
と
な
く
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
き
ま
す
。

　

ル
ル
ロ
ッ
ソ
の
乾
燥
パ
ス
タ
は
、
市

内
Ａ
コ
ー
プ
ル
ピ
ナ
ス
、
お
み
や
げ
処

お
勝
手
屋
「
萌
」、
チ
ュ
ー
オ
ー
、
留

萌
合
同
庁
舎
内
売
店
、
札
幌
・
有
楽
町
・

名
古
屋
の
北
海
道
ど
さ
ん
こ
プ
ラ
ザ
で

購
入
で
き
ま
す
。
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市
か
ら
の
報
告
に
続
き
、
参
加
者
は
８

つ
の
班
に
分
か
れ
グ
ル
ー
プ
別
意
見
交
換

を
行
い
ま
し
た
。
主
な
意
見
な
ど
は
下 

記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

特集１
お問い合わせは

☎42-1809
政策調整課

　

市
政
懇
談
会
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
「
新
・
協
働
時

代
」
の
も
と
に
「
留
萌
力
」
を
育
て
、
未

来
に
向
け
て
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
、
絆
、

夢
を
実
現
さ
せ
る
留
萌
を
目
指
す
た
め
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
お
聞

き
し
、
ま
た
、
情
報
の
共
有
を
進
め
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

(1)
新
・
留
萌
市
財
政
健
全
化
計
画
に
つ
い
て

①
新
・
留
萌
市
財
政
健
全
化
計
画
の
状
況

 

（
総
務
部
）

　

市
の
決
算
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実

質
公
債
費
比
率
、
病
院
へ
の
累
積
不
良
債

務
等
解
消
支
援
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、

市
の
財
政
は
順
調
に
推
移
し
、
健
全
な
団

体
の
水
準
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ

い
て
報
告
し
ま
し
た
。

②
市
立
病
院
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
医

師
確
保
対
策 

（
病
院
事
務
部
）

　

市
立
病
院
の
経
営
の
黒
字
化
と
常
勤
医

師
の
増
員
、
医
師
確
保
の
現
状
と
課
題
、

実
習
生
な
ど
の
受
け
入
れ
状
況
、
新
し
い

施
設（
地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー〈
仮
称
〉）

の
建
設
に
よ
る
将
来
の
固
定
医
確
保
の
対

策
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

③
温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」
の
一
部
再
開

（
学
校
プ
ー
ル
授
業
）
に
つ
い
て

 

（
教
育
委
員
会
）

　

年
１
回
、
深
川
市
の
プ
ー
ル
で
行
わ
れ

て
い
る
学
校
プ
ー
ル
授
業
の
現
状
、
児
童

の
体
力
や
習
熟
度
の
向
上
を
図
る
た
め
、

温
水
プ
ー
ル
「
ぷ
る
も
」
を
平
成
26
年
度

か
ら
27
年
度
ま
で
の
期
間
限
定
に
よ
る
一

部
再
開
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

(2)
る
も
い
健
康
の
駅
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

 

（
市
民
健
康
部
）

　

目
の
コ
ホ
ー
ト
研
究
事
業
、
高
齢
者
を

見
守
り
支
え
る
た
め
の
地
域
リ
ス
ク
介
入

研
究
推
進
事
業
、
地
域
医
療
充
実
の
た
め

の
医
療
人
材
交
流
拠
点
形
成
事
業
な
ど
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

(3)
留
萌
ま
る
ご
と
体
験
・
体
感
物
語
（
観

光
編
）
に
つ
い
て 
（
地
域
振
興
部
）

市
は
「
留
萌
ま
る
ご
と
体
験
・
体
感
物
語
」
を
テ
ー
マ
に
、
平
成
25
年
度
の
市
政

懇
談
会
を
平
成
25
年
11
月
23
日
㈯
留
萌
産
業
会
館
に
お
い
て
、
町
内
会
役
員
な
ど

市
民
67
人
の
参
加
を
い
た
だ
き
開
催
し
ま
し
た
。
市
か
ら
の
報
告
と
皆
さ
ん
か
ら

い
た
だ
い
た
意
見
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
京
都
や
札
幌
市
、
旭
川
市
な
ど
で
留

萌
の
水
産
加
工
品
や
南
る
も
い
米
な
ど
、
留

萌
の
食
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
を
行
っ
た
物
産
展

へ
の
参
加
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

(4)
元
気
な
農
業
・
漁
業
に
つ
い
て

 

（
地
域
振
興
部
）

　

市
内
の
農
家
お
よ
び
漁
家
の
推
移
、
ル

ル
ロ
ッ
ソ
乾
燥
パ
ス
タ
の
製
造
販
売
、
オ

ー
ル
る
も
い
産
切
干
大
根
の
製
造
、
大
阪

梅
田
生
花
市
場
で
の
留
萌
物
産
展
の
開

催
、
カ
キ
養
殖
試
験
な
ど
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

(5)
ご
み
収
集
に
つ
い
て 

（
都
市
環
境
部
）

　

ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
計

画
、
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
施
設
建
設
工

事
の
進
ち
ょ
く
状
況
、
ご
み
分
別
の
精
度

市
政
懇
談
会
の
目
的

市
政
懇
談
会
の
テ
ー
マ
と

市
か
ら
の
報
告

多
く
の
意
見
な
ど
を
い
た
だ

い
た
グ
ル
ー
プ
別
意
見
交
換

市民が主役のマチづくりをさらに進めるために

平成25年度 市政懇談会の報告

●温水プール「ぷるも」について
◆温水プール「ぷるも」の一部再開は、どんなに

工夫しても経費が掛かるので、プール使用料を
無料とすると、かなりの負担増となるのではな
いかと懸念して
いる。

◆子どもたち以外
も利用できるよ
う に し て ほ し
い。

●ごみ分別について
◆クリーンステーションの交換計画を広報誌で周

知してほしい。
◆ごみの分別方法を決める際に、市民の意見を聞

かずに決めているように感じる。
◆ごみ分別のＤＶＤが分かりやすいので、資源

化率を上げるため
にも積極的に周知
してほしい。また、
町内会への貸し出
しも行ってほしい。

●除排雪について
◆公園の雪捨場は便利だが、重機などで雪を積み

上げる住民がいるため、ママさんダンプで捨て
られなくなり住民トラブルとなる。「除雪機や
ショベルの積み上げは禁止」の看板を立ててほ
しい。

◆平成２５年１月の大雪の際に町内の状況を市へ
電話したが、対
応者がいなかっ
た。状況に合わ
せた職員配置を
行ってほしい。

●その他
◆三泊のゴルフ場の活用を図ってほしい。
◆礼受牧場をスノーモービルのコースとして開放

してほしい。
◆船場公園や三泊緑地の整備は本当に必要なの

か。管理棟などを建設することを考えると、も
っとコミュニティセンターの管理費などに予算
を回すことができると思う。

●るもい健康の駅について
◆るもい健康の駅を利用する際に利用料が無料な

のか、有料
なのかを分
かりやすく
広報してほ
しい。

※多くの意見などの中から一部をご紹介します。

グループ別意見交換から

市では、今後も市民の皆さんとの対話を大切にし、皆さんからいただいた貴重な意見や要望
を市政の参考にし、市民が主役のマチづくりをさらに進めていきます。

を
上
げ
る
た
め
に
行
っ
た
排
出
ご
み
の
分

別
状
況
の
確
認
作
業
な
ど
に
つ
い
て
報
告

し
ま
し
た
。

(6)
今
年
の
除
排
雪
計
画
に
つ
い
て　

 

（
都
市
環
境
部
）

　

近
年
の
気
象
状
況
お
よ
び
運
搬
排
雪
量

の
推
移
、除
雪
出
動
基
準
や
作
業
時
間
帯
、

市
民
雪
捨
て
場
な
ど
の
除
雪
計
画
、
ダ
ン

プ
ト
ラ
ッ
ク
や
融
雪
機
の
無
料
貸
し
出
し

制
度
の
利
用
件
数
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し

ま
し
た
。
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市
は
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
安
心

を
守
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
る

も
い
コ
ホ
ー
ト
ピ
ア
の
協
力
の
も
と
、
生

活
状
況
や
栄
養
状
態
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
「
独
居
高
齢
者
栄
養
実
態
調
査
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
調
査
で
、
市
内
に
住
ん
で

平
成
24
年
度
調
査
よ
り
人
数
が
微
増

市
内
独
居
高
齢
者
の
数

い
る
65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
居
住
実
態
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
対
象

者
が
１
，
３
３
３
人
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
平
成
25
年
度
も
同
様

の
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
平
成
25
年
12

月
１
日
現
在
で
対
象
者
が
１
，
３
５
１
人

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
留
萌
市
内
に
お
け
る
独

り
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
微
増
し
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
調
査
で
は
、
独
り
暮
ら
し
の
高
齢
者

の
生
活
リ
ス
ク
を
把
握
す
る
た
め
、「
歯

科
健
診
」「
心
電
図
検
診
」「
心
不
全
健
診
」

「
腎
機
能
健
診
」「
栄
養
健
診
」
を
実
施
し

て
お
り
、
現
在
ま
で
に
５
０
０
人
を
超
え

る
参
加
協
力
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
診
の
結
果
か
ら
、
独
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
に
は
血
圧
が
高
い
方
や
腎
機
能

が
低
下
し
て
い
る
方
が
多
い
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
こ
れ
ら
の
リ
ス
ク

因
子
へ
の
対
応
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
る
も
い
コ
ホ
ー
ト
ピ

ア
で
は
、
今
後
も
健
診
未
受
診
の
方
へ
の

勧
奨
に
力
を
入
れ
て
い
き
、
本
調
査
で
得

た
デ
ー
タ
を
基
に
、
留
萌
市
で
高
齢
者
が

安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
最
適
な
環
境

と
有
効
な
手
段
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
調
査
対
象

と
な
る
65
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
の
高
齢

者
に
は
、
本
調
査
へ
の
参
加
に
つ
い
て
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

高
血
圧
や
腎
機
能
低
下
が
多
数

健
診
で
わ
か
っ
た
こ
と

皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す

高
齢
者
が
安
心
な
マ
チ
へ
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独居高齢者栄養実態調査
（平成25年12月１日現在）

65歳以上の町内別独居者率
25％以上の町内
男性 337人　女性 1,014人

確定独居数 1,351人

見守り、支え合い、安心して暮らせるマチを目指します。

平成25年度 独居高齢者栄養実態調査の結果から

特集２
お問い合わせは

☎56-1535
コホートピア推進室

独り暮らしの高齢者の
健やかな生活のために

昨
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
留
萌
市
の

独
居
高
齢
者
栄
養
実
態
調
査
の

平
成
25
年
度
独
居
者
名
簿
が
完
成
し
ま

し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
内
の
65
歳
以
上
の
独

居
者
は
１
，
３
５
１
人
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
数
字
は
、
居
住
状
況

を
電
話
や
訪
問
で
確
認
し
た
値
で
す
。

　

独
居
高
齢
者
の
実
態
を
把
握
し
て
い

る
市
町
村
は
大
変
少
な
い
こ
と
か
ら
、

留
萌
市
の
高
齢
者
へ
の
熱
い
想
い
が
詰

ま
っ
た
数
字
で
す
。

　

平
成
24
年
度
の
１
，
３
３
３
人
か
ら

18
人
の
増
加
と
な
り
、
高
齢
化
と
相

ま
っ
て
増
加
が
続
い
て
い
ま
す
。

得
ら
れ
た
独
居
高
齢
者
の
年
齢

（
≒
寿
命
）
分
布
は
一
見
し
て

同
居
者
の
い
る
世
帯
と
異
な
り
、
独
居

と
い
う
生
活
形
態
が
明
ら
か
に
寿
命
を

縮
め
、
健
康
に
重
大
な
悪
影
響
を
与
え

て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
独
居
高
齢
者
向
け
の
特
別

健
康
診
断
で
は
、
ほ
ぼ
７
割
の
方
が
高

血
圧
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
腎
臓
の
機

能
低
下
（
腎
不
全
）
や
心
臓
の
機
能
低

下
（
心
不
全
）
を
き
た
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

結
果
の
検
証
か
ら
、
独
居
高
齢
者

の
健
康
を
守
っ
て
い
く
に
は
、

身
体
と
環
境
の
両
面
が
重
要
で
あ
る
こ

と
が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
の
孤
立
と
孤
独
死
の
懸
念
が

広
が
っ
て
お
り
、
留
萌
市
も
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
原
因
に
は
複
雑
な
要
因

が
関
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
多
く
は
予
測

の
域
を
出
て
い
ま
せ
ん
。

　

実
態
調
査
の
意
義
は
、
予
測
で
は
な

く
現
状
を
計
測
・
把
握
す
る
こ
と
に
よ

り
、
実
測
に
基
づ
い
て
対
応
を
検
討
で

き
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
の
向
か
う
と
こ
ろ
は
ふ

た
つ
に
集
約
さ
れ
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は
、
病
気
の
早
期
発
見
に
よ

る
健
康
づ
く
り
で
す
。
高
齢
者
に
特
有

の
多
数
の
疾
患
を
持
ち
な
が
ら
の
生
活

を
支
え
る
取
り
組
み
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、
高
齢
者
を
取
り
巻

く
環
境
の
改
善
へ
つ
な
げ
る
こ
と
で

す
。
健
康
は
、
身
体
と
環
境
が
呼
応
し

て
作
り
上
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
と
さ
ら
に

高
齢
者
で
は
重
要
な
視
点
で
す
。

　

生
活
地
域
で
の
小
さ
く
見
え
る
事
柄

も
、
生
活
の
破
綻
や
課
題
の
改
善
を
妨

げ
る
要
因
と
な
り
う
る
の
で
す
。

地
域
で
の
支
え
合
い
に
よ
る
生
活

基
盤
の
構
築
を
目
指
し
た
取
り

組
み
が
重
大
な
意
義
を
持
つ
の
で
す
。

　

地
域
単
位
で
当
事
者
が
課
題
を
共
有

し
、
地
域
で
の
高
齢
者
の
健
や
か
な
生

活
の
確
保
へ
向
け
た
活
動
が
、
本
調
査

を
基
盤
に
展
開
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

ＮＰＯ法人
　るもいコホートピア理事長
札幌医科大学病態情報学教授

　小
こ
海
かい
　康
やす
夫
お

 氏

独居高齢者栄養実態調査
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☎42-1805
市　民　課

　

先
発
医
薬
品
（
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て
き

た
新
薬
）
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
医
薬
品

メ
ー
カ
ー
が
製
造
・
販
売
す
る
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
医
薬
品
）」
は
、

厚
生
労
働
省
か
ら
「
先
発
医
薬
品
と
同
等

の
効
能
や
効
果
が
得
ら
れ
る
」
と
認
め
ら

れ
た
医
薬
品
で
す
。

　

先
発
医
薬
品
の
研
究
開
発
に
は
、
長
い

歳
月
と
莫
大
な
投
資
費
用
が
薬
の
値
段
に

反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
比
べ
て

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
、
す
で
に
有
効

性
や
安
全
性
に
つ
い
て
先
発
医
薬
品
で
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
開
発
期
間
や

コ
ス
ト
を
大
幅
に
抑
え
る
こ
と
で
、
先
発

医
薬
品
と
比
べ
て
値
段
を
安
く
設
定
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
特
に
慢
性
的
な
病
気

に
よ
っ
て
薬
を
長
期
間
服
用
す
る
方
は
、

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
す
る
こ
と

で
薬
代
の
節
約
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
己
負
担
分
を
除
い
た
薬
代
は

市
の
国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
）
か
ら

支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
国
保
は
皆
さ
ん
の

国
保
税
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
薬
代

を
節
約
す
る
こ
と
で
医
療
費
を
抑
制
す
る

こ
と
が
で
き
、
国
保
税
の
負
担
軽
減
や
国

保
財
政
の
収
支
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
の
国
保
は
、
約
２
億
円
の
累
積
赤
字

を
抱
え
、厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
市
の
国
保
の
医
療
費
は
１
人

当
た
り
約
42
万
円
で
、
全
国
平
均
や
全
道

平
均
と
比
べ
て
高
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
高
齢
化
社
会
や
医
療
の
技
術

向
上
に
よ
り
伸
び
続
け
る
医
療
費
を
抑
制

す
る
た
め
、
特
定
健
診
に
よ
る
病
気
の
早

期
発
見
や
重
症
化
の
予
防
の
取
り
組
み
と

と
も
に
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用

し
、
医
療
費
を
節
約
し
て
も
ら
う
た
め
に

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド
」

を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

欧
米
で
は
広
く
普
及
し
て
い
る
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
で
す
が
、
日
本
に
お
け
る

利
用
率
（
数
量
）
は
平
成
23
年
現
在
で

40
％
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
率
（
数
量
）
を
平
成
30
年
３
月

末
ま
で
に
60
％
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ
と

を
目
標
に
普
及
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

市
の
国
保
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

利
用
率
（
数
量
・
調
剤
の
み
）
は
平
成
25

年
９
月
診
療
分
で
43
・
４
％
で
す
。
も
し
、

利
用
率
が
60
％
に
な
る
と
、
市
の
国
保
の

医
療
費
を
年
間
で
１
，
４
０
０
万
円
抑
制

で
き
る
見
込
み
で
す
。（
北
海
道
国
民
健
康

保
険
団
体
連
合
会
提
供
デ
ー
タ
か
ら
の
試
算
）

市
の
国
民
健
康
保
険
１
人
当

た
り
の
医
療
費

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
は

0

100000

200000

300000

400000

500000

留萌市北海道平均全国平均

0

10

20

30

40

50 （万円）

留萌市北海道平均全国平均

30.3万円
34.5万円

42.0万円

▼全国および北海道、留萌市の１人当たりの医療費

▼市が国保加入者に配布している「ジェネリック医薬
品希望カード」

（平成 23 年度厚生労働省公表）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希
望
す
る
方

は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
利
用
で
き
ま

す
か
？
」
と
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　

処
方
せ
ん
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
が
先

発
医
薬
品
で
あ
っ
て
も
、「
変
更
不
可
」

の
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
が
な
け
れ
ば
、
薬
剤
師

と
相
談
の
う
え
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
べ
て
の
医
薬
品
に
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は
先
発

医
薬
品
と
有
効
成
分
や
効
果
な
ど
は
変
わ

り
ま
せ
ん
が
、
使
用
さ
れ
て
い
る
添
加
物

が
異
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ア
レ

ル
ギ
ー
な
ど
が
あ
る
方
は
選
択
で
き
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
す
る
に
は

　「ジェネリック医薬品を
利用できますか？」と
　　　　お伝えください。

「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

利
用
で
き
ま
す
か
？
」と

　
　
　お
伝
え
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
２
月
下
旬
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
を
利
用
し
た
場
合
の
「
医
療
費
差

額
通
知
」（
左
図
）
を
対
象
者
に
郵
送
し

ま
す
。

　

対
象
者
は
、
市
の
国
保
加
入
者
で
、
11

月
診
療
分
の
調
剤
の
中
か
ら
、
慢
性
疾
患

な
ど
の
薬
を
処
方
さ
れ
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
に
切
り
替
え
る
こ
と
で
一
定
額
以

上
の
節
約
効
果
が
期
待
で
き
る
方
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
内
容
を
確
認
し
て
医
師
や
薬
剤

師
に
相
談
の
う
え
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
「
医
療
費
差
額

通
知
」
で
お
知
ら
せ

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

メ
リ
ッ
ト
と
は

60
％
の
利
用
率
を
目
標
に

どんな種類があるの？ ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

高血圧や高脂血症、糖尿病の薬など、さまざまな病気や
症状に対応しています。カプセル、錠剤など形態も豊富
です。ただし、ジェネリック医薬品が無い場合や、アレ
ルギーがある場合など変更できない場合もあります。

Q
A

Q
A
&

効き目は確かですか？

ジェネリック医薬品は、これまで効き目や安全性が実証
されてきたお薬と同等と確認されたうえで、製造、販売
が許可されています。

Q
A

どのぐらい安いのですか？

ジェネリック医薬品は開発期間が短くて済むので薬の値
段が 3割以上、中には 5割以上安くなる場合もあります。
ただし、変更しても薬代が変わらない場合もあります。

Q
A （出典：厚生労働省）

※

詳
し
く
は
か
か
り
つ
け
の
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

皆さんの薬代に加え、国民健康保険の
医療費も節約することができます。

ジェネリック医薬品を
利用しましょう！
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P10〜11	 特集　議会活性化の取り組み

P12〜15	 第４回定例会一般質問項目

P16	 各常任委員会からの報告

P17	 こんなことが決まりました

	 政策研究会、議員研修会に参加して

議会活性化の取り組み

皆さんから頂いたご意見 市民説明会での答弁
◦内容を聞くと理解できる。
　若い人たちが集まっていない。

◦私共のＰＲが不足していたと反省している。議員としての活動
をハッキリと見えるように努める。

◦今回、議会基本条例を定めるが、今まで
の運営はどのようにしてきたのか。

◦これまでも自治基本条例のもと運営してきた。市民の想いを議
会に反映することを、より明確に理解していただくため改めて
明文化し、議会の約束として条例化する。

◦きめ細かな運営のために町内会と連携す
ることが重要。今後どのように考えてい
るのか。

◦議会基本条例の中に、市民との意見交換の場を積極的に持つこ
とを盛り込んだ。これからより地域に近いところで意見交換の
場を設けたい。

◦議会基本条例を作る中で、留萌ならでは
の特色は。

◦東日本大震災の課題から議会の防災対策など検討が必要と判断
した。

◦この議会基本条例を作ることで議員自身
がレベルを上げすぎて、これからの議員
活動がやりづらくなり、市民との距離が
離れていくのではないか。

◦改めて文章にすることで市民の皆さんとの約束を守る。これか
らも助言を頂きたい。

◦市長は市民の意見を聞く機会を設けてい
るが議会はそのような場を設けていな
かった。これから市民との意見交換の場
をどのように設けるのか。

◦これまでは議員個人や会派ごとに行っていたが、議会としては
指摘のとおり設けていなかった。これからは議会として市民の
皆さんと意見交換の場を作り政策に反映していくことが必要で
あると考えている。

市民説明会での皆さんから頂いた主なご意見

「留萌市議会基本条例（素案）を理解するために」持ち帰り部数

市民説明会の開催結果

設置場所 持ち帰り部数
市 立 病 院 １０部
保 健 福 祉 セ ン タ ー は ー と ふ る 　１部
市 立 留 萌 図 書 館 １３部
中 央 公 民 館 １４部
市 役 所 １ 階 市 民 ロ ビ ー ４０部
る も い 健 康 の 駅 　５部
　 合 計 　 ８３部

日　　時 場　　所 参加人数

１０月２９日㈫

港南コミュニティセンター 　６人

港西コミュニティセンター 　８人

幌糠コミュニティセンター 　９人

１０月３０日㈬
港東コミュニティセンター 　４人

東部コミュニティセンター 　５人

１０月３１日㈭ 港北コミュニティセンター １１人

１１月　２日㈯
中央公民館２階１号研修室 　２人

働く婦人の家２階講習室 　０人

▲港南コミュニティセンターでの説明会（10月29日㈫）

特集

　

現
在
、
留
萌
市
議
会
で
は

「
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
・

開
か
れ
た
」
そ
し
て「
市
民

と
と
も
に
」
の
議
会
づ
く
り

を
行
う
た
め
に
、
議
会
の
あ

り
方
な
ど
を
明
文
化
し
た

「
議
会
基
本
条
例
」
を
作
成

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の「
議
会
基
本
条
例
」

は「
市
民
に
対
す
る
議
会
の

約
束
」
と
し
て
議
会
の
役
割

と
責
務
を
明
ら
か
に
し
た
留

萌
市
議
会
の
憲
法
と
も
呼
ば

れ
る
条
例
で
す
。

　

日
ご
ろ
の
議
員
活
動
を
通

じ
た「
市
民
の
声
」
を
受
け

止
め
議
会
活
性
化
推
進
特
別

委
員
会
で
検
討
を
重
ね
全
議

員
の
合
意
を
得
て
素
案
を
ま

と
め
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
を
制
定
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
議
会
の
責
任
を

し
っ
か
り
明
示
し
、
市
民
と

の
協
働
の
も
と
市
民
の
声
を

的
確
に
市
政
に
反
映
し
て
、

る
も
い
の
未
来
を
創
る
議
会

を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

「留萌市議会基本条例（素案）」の内容などについて、１０
月下旬から市内８カ所で市民説明会を開催しました。

　当日、会場へ足を運んでいただいた
市民の皆さんに感謝を申し上げます。
　ありがとうございました。

　　　　　　　　　　委員長　野崎　良夫

　平成２３年９月第３回定例会において、全議

員をもって構成する「議会活性化推進特別委員

会」が設置され、これまでに２８回の委員会を

開催してきました。

　調査研究項目の最大の課題であります「議会

基本条例」については、平成２５年９月第３回

定例会において素案を確認し、市民説明会を８

カ所で開催、平成２６年６月第２回定例会に提

案する予定です。

　今回の市民説明会の参加人数は少数でした

が、初めての取り組みとして良い経験ができ、

今後の議会活動にプラスとなることを確信して

います。

　議会基本条例は留萌市議会における最高規範

となりますので、市民の皆さんのご理解をお願

いいたします。

議会活性化推進特別委員会

からの報告
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平
成
25
年  

第
４
回
定
例
会

飲
料
水
施
設
組
合
と
対
応
策
を
検

討
。
組
合
員
の
経
費
負
担
や
高
齢

化
に
よ
る
施
設
の
維
持
・
管
理
が

困
難
な
こ
と
か
ら
、
市
の
水
道
水

を
配
水
池
に
供
給
し
、
既
存
の
設

備
か
ら
各
世
帯
に
配
水
す
る
。

　

新
年
度
に
調
査
費
・
設
計
費
を

計
上
し
、
早
期
給
水
お
よ
び
漏
水

対
策
に
対
応
す
る
。
給
水
料
金
お

よ
び
幌
糠
小
学
校
の
給
水
装
置
の

維
持
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
協
議

し
対
応
す
る
。　
　
　
　
　
　
　

一
、
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

二
、
成
年
後
見
人
制
度
に
つ
い
て

問
一 

市
内
で
は
九
月
の
「
防
災

の
日
」
を
中
心
に
防
災
訓
練
や
防

災
運
動
会
、
各
町
内
会
の
自
主
防

災
組
織
の
訓
練
、
地
震
や
津
波
を

想
定
し
た
避
難
訓
練
、
避
難
路
の

二
、
地
域
資
源
を
活
か
し
た
産
業

の
創
出

問
一 

道
北
地
方
で
風
力
発
電

用
の
送
電
網
を
新
設
す
る
送
電

網
整
備
実
証
事
業
は
、
特
別
目
的

会
社
が
今
後
十
年
以
内
に
、
用

地
取
得
や
鉄
塔
な
ど
の
敷
設
工

事
な
ど
を
行
い
、
総
事
業
費
は
約

二
千
九
百
億
円
に
達
し
、
地
元
へ

の
経
済
効
果
も
大
き
い
と
考
え
る
。

　

八
月
に
小
平
町
町
有
地
三
カ
所

に
風
況
調
査
施
設
が
設
置
さ
れ
増

毛
町
に
も
設
置
の
計
画
が
あ
り
、

今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
る
。
官

民
共
同
で
進
め
て
い
く
こ
の
事
業

に
対
し
、
市
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

答
一 

北
海
道
北
部
地
域
に
お
け

る
日
本
海
側
ル
ー
ト
の
送
電
網
整

備
を
目
的
に
日
本
送
電
㈱
が
北
海

道
電
力
の
協
力
の
も
と
設
立
さ
れ

た
。
事
業
内
容
と
し
て
、
ル
ー
ト

選
定
を
含
む
開
発
可
能
性
調
査
の

実
施
、
送
電
線
の
設
計
並
び
に
送

電
網
整
備
を
行
う
も
の
で
、
天
塩

町
か
ら
増
毛
町
ま
で
の
日
本
海
側

で
、
最
大
六
十
万
Ｋ
Ｗ
の
送
電
網

を
十
年
以
内
に
整
備
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

参
入
企
業
か
ら
風
況
調
査
施
設

の
設
置
に
つ
い
て
要
請
が
き
て
い

る
が
、
設
置
に
至
っ
て
い
な
い
。

　

今
後
も
情
報
収
集
に
努
め
、
再

二
、
留
萌
市
に
お
け
る
高
等
学
校

教
育
に
つ
い
て

問
一 

障
害
者
総
合
支
援
法
の
理

念
と
し
て
、
全
て
の
国
民
が
障
が

い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
等
し

く
基
本
的
人
権
を
享
有
す
る
か
け

が
え
の
な
い
個
人
と
し
て
尊
重
さ

れ
、
社
会
的
障
壁
の
除
去
に
資
す

る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
か
ら
市

と
し
て
変
わ
っ
た
こ
と
は
何
か
。

答
一 

基
本
理
念
は
、
法
に
基
づ

く
日
常
生
活
・
社
会
生
活
の
支
援

を
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
行
わ

れ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

主
な
変
更
内
容
と
し
て
は
、
障

が
い
支
援
区
分
の
創
設
、
重
度
訪

問
介
護
の
対
象
拡
大
、
地
域
生
活

支
援
事
業
の
追
加
、
障
が
い
福
祉

計
画
の
定
期
的
検
証
、
自
立
支
援

協
議
会
の
名
称
の
弾
力
化
お
よ
び

当
事
者
や
家
族
の
参
画
を
明
確
に

安
全
点
検
を
確
認
し
な
が
ら
の
防

災
ま
ち
歩
き
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

訓
練
が
各
地
域
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。「（
仮
称
）
見
晴
通
」
は
防

災
機
能
も
兼
ね
備
え
た
避
難
路

だ
が
、
計
画
が
進
ま
な
い
の
が
現

状
だ
。
今
後
の
見
通
し
を
伺
い
た

い
。

答
一 

二
十
四
年
度
中
の
都
市
計

画
変
更
を
目
指
し
て
き
た
が
、
手

続
き
は
完
了
し
て
い
な
い
。
当
初

の
予
定
よ
り
遅
れ
て
い
る
理
由

は
、「（
仮
称
）
見
晴
通
」
が
新
た

に
国
道
に
接
続
し
交
差
点
形
状
が

変
更
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来

見
込
ま
れ
る
交
通
量
を
確
実
に
、

か
つ
安
全
に
制
御
し
て
配
分
す
る

事
が
可
能
な
形
状
で
あ
る
か
検
証

す
る
作
業
に
時
間
を
要
し
て
い

る
。
現
在
、「（
仮
称
）
見
晴
通
」
の

事
業
予
定
者
と
と
も
に
交
差
点
協

議
の
合
意
形
成
を
得
る
た
め
の
作

業
を
進
め
て
い
る
。
市
街
地
の
低

地
か
ら
高
台
に
通
じ
る
路
線
と
し

て
避
難
路
の
機
能
も
有
す
る
こ
と

か
ら
早
期
に
手
続
き
を
完
了
し
、

事
業
化
に
努
め
て
い
き
た
い
。

問
二 

市
民
後
見
人
養
成
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
今
後
、
親
族
な
ど

に
よ
る
成
年
後
見
の
困
難
な
方
が

増
加
す
る
も
の
と
見
込
ま
れ
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
利
用
契
約
の
支
援
な

ど
を
中
心
に
、
成
年
後
見
の
担
い

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
拡
大
に
向

け
た
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
、
留

萌
港
の
利
活
用
に
繋
が
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

問
二 

市
は
農
商
工
連
携
な
ど
に

よ
る
六
次
産
業
化
を
進
め
て
い

る
が
、
農
作
物
を
活
用
し
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
攻
め
の
農
業

と
し
て
、
ま
た
は
成
長
産
業
と
し

て
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
二 

二
十
四
年
に
商
品
化
し
た

乾
燥
り
ん
ご
に
続
き
、
本
年
は
留

萌
産
切
干
大
根
の
商
品
化
を
行
っ

た
。
市
内
で
五
百
個
、
都
市
部
で

三
千
個
の
販
売
を
予
定
し
て
お

り
、
今
後
も
積
極
的
に
農
業
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

一
、
財
政
健
全
化
項
目
の
見
直
し

し
た
こ
と
で
あ
る
。

問
二 

北
海
道
教
育
委
員
会
で

は
留
萌
高
校
に
お
い
て
、
平
成

二
十
六
年
度
に
普
通
科
単
位
制
を

導
入
す
る
が
、
そ
の
結
果
、
成
果

に
つ
い
て
は
二
十
九
年
度
以
降
に

明
ら
か
に
な
る
。

　

ま
た
、
学
区
内
の
間
口
減
や
市

内
二
校
の
再
編
に
つ
い
て
、
検
討

は
さ
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
市
教

育
委
員
会
と
し
て
、
今
、
取
る
べ

き
行
動
は
何
か
。

答
二 

北
海
道
教
育
委
員
会
は
実

施
の
三
年
前
に
公
立
高
等
学
校
の

配
置
計
画
を
示
し
、
地
域
別
検
討

協
議
会
に
お
い
て
地
域
の
意
見
を

聞
き
再
編
を
進
め
て
い
る
。

　

市
内
の
二
校
に
つ
い
て
も
、
平

成
二
十
九
年
度
ま
で
の
中
学
卒
業

者
数
の
推
移
な
ど
か
ら
、
再
編
検

討
対
象
で
あ
り
、
母
体
校
、
設
置

学
科
、
学
級
数
、
校
舎
の
改
修
な

ど
を
含
め
、
二
十
五
年
度
末
ま
で

に
は
、
地
域
と
し
て
の
意
見
を
取

り
ま
と
め
、
二
十
九
年
度
以
降
の

市
内
高
校
の
あ
り
方
を
道
教
委
に

提
言
し
、
配
置
計
画
に
反
映
さ
せ

て
い
く
。

一
、
日
本
に
お
け
る
留
萌
の
優
位

性

手
と
し
て
市
民
の
役
割
が
強
ま
る

と
考
え
る
。
市
は
、
市
民
後
見
人

を
育
成
し
、
そ
の
活
用
を
図
る
事

な
ど
に
よ
っ
て
権
利
擁
護
を
推
進

す
る
こ
と
と
な
る
。
今
年
度
の
養

成
事
業
の
取
り
組
み
内
容
と
今
後

の
後
見
人
制
度
充
実
に
向
け
て
の

市
の
体
制
作
り
に
つ
い
て
お
聞
き

し
た
い
。

答
二 

介
護
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
、
市
内
の
病
院
に
協
力

を
得
て
後
見
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施

し
、
成
年
後
見
制
度
利
用
に
お
け

る
現
状
や
課
題
を
把
握
す
る
と
と

も
に
、
市
民
後
見
人
の
具
体
的
活

動
を
支
援
す
る
後
見
実
施
機
関
の

設
置
に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た

い
。

一
、
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て

検
討
に
つ
い
て

二
、
都
市
計
画
道
路「（
仮
称
）見
晴

通
」
の
進
ち
ょ
く
状
況
に
つ
い
て

問
一 
平
成
二
十
五
年
度
収
支
決

算
見
込
み
が
二
億
三
千
四
百
万

円
、
前
年
度
繰
越
金
や
財
政
調
整

基
金
積
み
立
て
な
ど
、
最
終
実
質

収
支
見
込
み
が
三
億
七
千
百
万
円

と
黒
字
化
が
示
さ
れ
た
。

　

給
与
な
ど
回
復
に
向
け
た
考

え
、
臨
時
・
嘱
託
の
報
酬
体
系
の

見
直
し
、
将
来
に
渡
り
持
続
可
能

な
組
織
体
制
に
向
け
「
定
員
適
正

化
計
画
」
の
新
た
な
策
定
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
一 

財
政
健
全
化
計
画
に
よ

り
平
均
十
五
％
削
減
し
て
い
る

市
職
員
給
与
に
つ
い
て
、
本
年
度

以
降
の
収
支
が
一
定
の
水
準
で
推

移
す
る
見
込
み
か
ら
、
可
能
な
範

囲
で
給
与
削
減
の
回
復
を
図
り
、

二
十
六
年
度
に
も
削
減
幅
を
緩
和

す
る
こ
と
と
臨
時
・
嘱
託
職
員
の

報
酬
見
直
し
に
向
け
検
討
を
進
め

た
い
。
ま
た
、
市
の
職
員
数
に
つ
い

て
今
年
四
月
現
在
で
一
八
一
人
の

一
般
会
計
職
員
数
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
採
用
し
な
が
ら
一
九
一
人
を
定

員
の
ベ
ー
ス
に
も
っ
て
い
き
た
い
。

問
二 

「（
仮
称
）
見
晴
通
」
の
整

備
計
画
に
向
け
て
北
海
道
公
安
委

員
会
と
協
議
を
進
め
て
い
る
が
、

国
道
の
Ｔ
字
交
差
点
に
接
続
す
る

学
校
プ
ー
ル
授
業
専
用
と
し
て
、

夏
季
休
業
中
は
子
ど
も
た
ち
を
中

心
に
市
民
開
放
を
行
う
。
二
十
八

年
以
降
の
全
面
再
開
に
向
け
て
、

持
続
可
能
な
運
営
方
法
や
利
用
料

金
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
。
関
係

団
体
な
ど
と
も
協
議
す
る
。

問
二 

増
毛
町
信
砂
の
浄
水
場
か

ら
市
の
配
水
施
設
ま
で
の
送
水
管

の
整
備
計
画
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。

　

市
民
の
健
康
的
な
生
活
を
守
る

観
点
か
ら
上
水
道
未
整
備
地
区
の

解
消
が
急
が
れ
る
。

　

幌
糠
町
簡
易
飲
料
水
施
設
組
合

か
ら
の
要
望
「
幌
糠
地
区
住
民
の

水
道
水
の
確
保
」
に
つ
い
て
考
え

方
を
伺
い
た
い
。

答
二 

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
十

年
間
を
浄
水
施
設
改
修
事
業
（
仮

称
）
と
位
置
付
け
、
老
朽
化
に
伴

う
取
水
、
導
水
、
送
水
施
設
の
更

新
お
よ
び
耐
震
化
に
よ
る
施
設
整

備
計
画
と
し
て
検
討
し
た
い
。

　

二
十
三
年
か
ら
、
幌
糠
町
簡
易

一
、
留
萌
市
の
将
来
像

二
、
留
萌
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
実

現
に
向
け
て

問
一 

高
橋
市
政
二
期
目
の
実
績

と
手
応
え
を
ス
テ
ッ
プ
に
来
春
二

月
の
市
長
選
へ
向
け
た
三
期
目
出

馬
へ
の
決
意
を
伺
い
た
い
。
さ
ら

に
健
全
化
計
画
見
直
し
項
目
に
あ

る
、
温
水
プ
ー
ル「
ぷ
る
も
」の
一

部
再
開
の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

答
一 

こ
の
四
年
間
は
、
市
民
の

大
き
な
負
担
を
伴
う
財
政
健
全
化

と
の
闘
い
だ
っ
た
。
全
市
民
の
協

力
を
得
な
が
ら
、
財
政
の
危
機
的

状
況
を
脱
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
輝
き
を

持
っ
て
い
る
。
市
民
力
が
ま
ち
づ

く
り
の
原
点
。
も
う
一
度
、
市
民

と
共
に
三
期
目
へ
の
市
政
の
責
任

を
し
っ
か
り
と
果
た
し
て
い
き
た

い
。

　

平
成
二
十
六
～
二
十
七
年
は
、

燕
　
　
昌
克
　
議
員

（
萌
政
会
）

松
本
　
衆
司
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

村
上
　
　
均
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

▲幌糠専用水道沈砂池

▲留萌市ふれあい広場

▲商品化された切干大根

▲市民後見人養成研修会

坂
本
　
守
正
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）
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留 萌 市 議 会 だ よ り

計
画
は
、
交
差
点
計
画
協
議
に
相

当
数
の
時
間
を
要
し
て
い
る
。

　

都
市
計
画
変
更
案
が
い
つ
完
成

す
る
の
か
、
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
質
問
す
る
。

答
二 「（
仮
称
）
見
晴
通
」
は
、
直

接
国
道
の
Ｔ
字
交
差
点
に
接
続

す
る
計
画
で
進
め
て
い
る
。
国
道

や
道
道
を
含
め
た
市
全
体
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
重
要

な
道
路
で
あ
り
、
沿
線
住
民
、
関

係
機
関
の
打
ち
合
わ
せ
の
上
で
進

め
て
い
る
計
画
な
の
で
、
終
点
部

に
向
か
う
道
路
法
線
の
大
幅
な
変

更
は
考
え
て
い
な
い
。

　

現
在
進
め
て
い
る
交
差
点
協
議

で
は
、
当
初
計
画
と
合
わ
せ
国
道

と
道
道
が
交
差
す
る
千
鳥
交
差
点

に
接
続
す
る
計
画
も
検
討
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
案
に
絞
り
込

み
早
期
に
交
差
点
形
状
の
同
意
を

得
て
い
き
た
い
。

一
、
市
長
の
進
退
に
つ
い
て

二
、
市
民
憲
章
に
つ
い
て

問
一 

今
議
会
に
お
い
て
、
三
期

目
に
出
馬
す
る
こ
と
が
、
明
ら
か

に
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
選
挙
公
約

に
つ
い
て
お
伺
い
す
る
。

　

高
橋
市
長
の
二
期
目
の
出
馬
の

際
は
、
一
期
目
と
違
っ
て
公
約
ら

し
い
公
約
は
一
切
、
見
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
。

　

三
期
目
は
、
し
っ
か
り
と
し
た

公
約
を
市
民
の
前
へ
明
ら
か
に
し

て
、
市
民
の
審
判
を
求
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
市
長
に
考
え
を
お
伺

い
す
る
。

答
一 

二
期
目
の
反
省
の
上
に

立
っ
て
市
民
と
の
対
話
の
重
視
、

市
民
と
の
協
働
の
推
進
か
ら
、
第

三
の
柱
と
し
て
「
営
業
す
る
市
役

所
」
を
掲
げ
て
い
く
公
約
と
し
た

い
。
特
に
「
地
産
外
商
」
を
積
極

的
に
進
め
て
行
く
こ
と
が
、
経
済

発
展
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い

る
。
し
っ
か
り
と
し
た
公
約
を
市

民
の
前
へ
示
し
た
い
。

問
二 

留
萌
市
民
憲
章
は
、
昭
和

四
十
八
年
三
月
三
十
日
に
市
議
会

に
お
い
て
、
制
定
案
を
可
決
し
、

翌
日
の
三
十
一
日
制
定
し
公
告
を

し
た
。

　

留
萌
市
民
憲
章
は
、
我
々
の
住

む
マ
チ
留
萌
を
夢
と
希
望
溢
れ
る

マ
チ
に
す
る
為
の
市
民
共
通
の

「
合
い
こ
と
ば
、
道
し
る
べ
」
と
し

て
意
義
の
あ
る
も
の
だ
。

　

平
成
八
年
に
市
民
憲
章
推
進
委

員
会
が
解
散
し
た
以
降
、
実
践
活

動
が
下
火
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に

対
し
「
検
証
」
と
、
改
め
て
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
考
え

方
を
お
伺
い
す
る
。

答
二 
委
員
会
解
散
後
の
現
在
に

お
い
て
も
、
そ
の
精
神
や
大
切
さ

は
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
一
定
程
度

理
解
さ
れ
て
い
る
が
、
解
散
後
は

取
り
組
み
が
縮
小
し
て
い
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
検
証
を

し
た
い
。
今
後
に
お
い
て
も
、
イ

ベ
ン
ト
な
ど
に
お
け
る
留
萌
市
民

憲
章
の
朗
唱
な
ど
、
普
及
、
啓
発

活
動
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い

き
た
い
。

一
、
市
営
住
宅
の
今
後
の
展
望
に

つ
い
て

二
、
食
育
推
進
条
例
制
定
に
む
け

て問
一 

高
齢
化
と
除
雪
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
平
成

二
十
四
年
四
月
一
日
施
行
の
公
営

住
宅
法
の
改
正
を
受
け
、
地
域
の

自
主
性
が
確
立
さ
れ
た
が
、
現
状

の
市
の
市
営
住
宅
は
入
居
者
の

ニ
ー
ズ
に
合
致
し
て
い
な
い
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
る
。

　

九
月
募
集
も
七
十
戸
に
対
し
申

し
込
み
件
数
四
十
九
件
で
あ
っ

た
。
市
営
住
宅
に
お
い
て
も
高
齢

化
の
波
は
今
後
の
展
開
に
大
き
な

課
題
と
な
る
。

　

市
の
市
営
住
宅
千
四
百
七
戸
に

対
し
入
居
戸
数
千
百
四
戸
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
高
齢
者
を
抱

え
る
世
帯
が
五
百
八
十
五
世
帯
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
状
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

団
地
自
治
会
の
高
齢
化
は
、
団

地
周
辺
の
清
掃
、
団
地
内
の
管
理

や
共
同
玄
関
の
除
雪
の
問
題
な
ど

が
生
ま
れ
て
い
る
。

　

団
地
内
の
安
心
安
全
の
た
め
に

他
都
市
で
す
で
に
導
入
さ
れ
て
い

る
官
民
が
力
を
合
わ
せ
て
除
雪
に

取
り
組
む
除
雪
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
と
い
う
制
度
を
市
で
も
検
討
し

て
み
て
は
ど
う
か
。
市
長
の
考
え

を
聞
き
た
い
。

答
一 

市
営
住
宅
の
高
齢
化
は
認

識
し
て
い
る
。
団
地
自
治
会
な
ど

に
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い

く
除
雪
パ
ー
ト
ナ
ー
制
度
に
つ
い

て
は
庁
内
で
協
議
し
て
い
く
。

問
二 

食
育
推
進
計
画
と
条
例
制

定
の
動
き
に
つ
い
て
多
く
の
自
治

体
が
地
産
地
消
や
地
域
の
食
文
化

に
つ
い
て
、
ま
た
、
観
光
資
源
と

し
て
の
地
域
食
材
な
ど
の
掘
り
起

し
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
つ
い

て
検
証
し
、
地
域
に
と
っ
て
食
育

推
進
の
重
要
性
を
啓
発
し
て
い

る
。

　

食
の
安
心
安
全
の
側
面
や
わ
が

マ
チ
の
特
産
品
の
お
米
の
消
費
拡

大
な
ど
を
広
く
啓
発
し
て
い
こ
う

と
い
う
施
策
の
中
で
、
条
例
化
の

動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る

が
市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

答
二 

食
育
推
進
計
画
の
中
で
食

の
安
心
安
全
、
食
の
大
切
さ
を
各

世
代
の
方
た
ち
に
理
解
し
て
い
た

だ
き
計
画
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。
今
後
、
条
例
制
定
の
機
運
が

高
ま
れ
ば
考
え
て
い
き
た
い
。

一
、
介
護
保
険
に
つ
い
て

二
、
温
水
プ
ー
ル
の
再
開
に
つ
い

て問
一 

国
は
、
訪
問
介
護
と
通
所

介
護
を
介
護
保
険
か
ら
切
り
離
し

て
市
町
村
に
丸
投
げ
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
果
た

し
て
い
る
役
割
と
市
に
お
け
る
利

用
状
況
は
。
ま
た
、
市
町
村
に
移

管
す
る
こ
と
は
、
市
町
村
間
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
格
差
や
後
退
、
ヘ

ル
パ
ー
さ
ん
の
労
働
条
件
悪
化
を

も
た
ら
す
事
が
必
定
で
あ
る
。

　

国
に
対
し
、
介
護
保
険
と
し
て

の
サ
ー
ビ
ス
継
続
を
要
請
す
る
べ

き
と
思
う
が
い
か
が
か
。

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所

待
機
者
が
百
三
名
も
い
る
。
市
の

第
六
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
救

済
策
を
具
体
化
し
て
は
ど
う
か
。

答
一 

平
成
二
十
四
年
の
実
績

で
、
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者

千
三
百
二
十
六
人
の
八
十
％
に
当

た
る
方
が
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
こ
と
で
自
立
し
た
生
活
を

送
っ
て
い
る
。
全
道
市
長
会
で
国

に
財
源
対
策
を
要
請
す
る
な
ど
連

携
し
て
対
処
し
て
い
く
。
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
増
設
に
つ
い
て

は
、
待
機
者
が
多
い
こ
と
を
重
く

受
け
と
め
て
、
市
の
第
六
期
介
護

保
険
事
業
計
画
を
つ
く
る
な
か
で

事
業
者
と
意
見
交
換
し
て
い
き
た

い
。

問
二 

来
年
七
・
八
・
九
月
の
温
水

プ
ー
ル
再
開
に
当
た
っ
て
、
開
設

時
間
を
午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時

ま
で
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
が
、

休
止
前
と
同
じ
午
後
八
時
ま
で
と

す
る
よ
う
要
請
す
る
が
い
か
が
か
。

答
二 

子
ど
も
た
ち
の
水
泳
授

業
を
最
優
先
に
、
予
算
の
上
限
を

二
千
万
円
以
内
と
し
て
計
画
し

た
。

▲留萌市民憲章

▲「（仮称）見晴通」国道接続予定箇所付近

▲温水プール「ぷるも」

▲雪に埋もれた市営住宅

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

菅
原
千
鶴
子
　
議
員

（
民
主
ク
ラ
ブ
）

野
崎
　
良
夫
　
議
員

（
無
会
派
）

　平成２５年留萌消防組合議会第２回定例会が、
１２月１９日に開催されました。
　管理者である高橋市長から「消防車両の更新整備
について」として、留萌消防署において、ＪＡ共済
連北海道さまから寄贈していただいた、救急自動車
の車両を高規格仕様に艤装（ぎそう）、劣化してい
た高度救命処置機器を新たに整備し、１０月３１日
から運用を開始しました。配備により社会環境の変
化に伴い、多様化する救急需要に迅速的確に対処す
る体制が整ったとの行政報告がありました。
　その後の一般質問では、２名の議員が質問を行い、
坂本茂議員が無線デジタル化の進ちょく・現庁舎の
問題点、検討組織の立ち上げなど庁舎問題について、
　野呂照幸議員が現状の職場環境、労働安全衛生管
理、改築移転など庁舎問題および消防団の充実につ
いて答弁を求めました。

【報　告】
平成２４年度留萌消防組合歳入歳出決算の認定に
ついて ���������������認　　定

【議　案】
平成２５年度留萌消防組合補正予算（第３号）に
ついて ���������������原案可決
留萌消防組合職員給与条例の一部を改正する条例
制定について　ほか２件 �������原案可決

　１２月１６日に留萌南部衛生組合議会議員協議会
が開催されました。
　小平町に建設された有害鳥獣焼却処理施設と美・
サイクル館のごみ処理の現状を確認しました。
　また、１２月２４日には臨時議会が開催し、「平
成２５年度留萌南部衛生組合一般会計補正予算（第
２号）について」審議され、美・サイクル館運営委
託費の増額に関連した質問がありました。
　主な質問内容は、分別ができていないことによる
問題点として高齢者への周知方法・指導などを含め
た不適切排出ごみの処理に係るものと、不法投棄に
ついてその対策を組合長に求めるものでした。
　組合長ならびに事務局からの答弁を受け、可決さ
れました。

留萌消防組合議会報告 留萌南部衛生組合議会報告

▲有害鳥獣焼却処理施設
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留 萌 市 議 会 だ よ り

第
一
常
任
委
員
会
報
告

南
る
も
い
米
の
品
質
保
持

　

第
一
常
任
委
員
会(

野
呂
照
幸
委
員

長)
は
十
月
十
八
日
、
小
平
町
に
完
成
し

た
「
Ｊ
Ａ
南
る
も
い
・
米
低
温
倉
庫
」
の

視
察
を
行
っ
た
。

　

こ
の
「
米
低
温
倉
庫
」
は
、
生
産
者
の

作
業
負
担
の
軽
減
お
よ
び
高
品
質
米
と
し

て
評
価
の
高
い
「
南
る
も
い
米
」
の
品
質

保
持
を
目
的
に
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
工

事
に
着
手
、
今
年
九
月
に
竣
工
・
引
き
渡

し
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
施
設
は
、
鉄
骨
平

屋
造
で
約
千
坪
の
低
温
倉
庫
で
、
約
五
万

表
の
米
が
一
ト
ン
の
フ
レ
コ
ン
約
三
千
袋

に
収
納
さ
れ
、
低
温
で
品
質
が
保
持
さ
れ

た
状
態
で
保
管
さ
れ
る
。
総
事
業
費
は
、

約
七
億
円
で
あ
り
、
市
か
ら
も
行
政
支
援

額
と
し
て
約
四
千
万
円
が
拠
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
行
政
支
援
額
は
、
三
市
町
の
水

稲
作
付
面
積
に
よ
り
按
分
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
施
設
の
特
色
は
、
移
動
式
の
ラ
ッ

ク
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
フ
レ
コ
ン

と
い
う
布
袋
に
入
っ
た
玄
米
を
ト
ラ
ッ
ク

の
荷
台
か
ら
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
で
ラ
ッ
ク

と
い
う
棚
に
収
め
る
機
械
化
さ
れ
た
作
業

で
あ
り
、
農
家
の
作
業
は
大
幅
に
軽
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
か
ら

説
明
を
受
け
る
最
中
に
も
次
々
に
農
家
か

ら
コ
メ
が
搬
入
さ
れ
る
状
況
が
確
認
で
き

た
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
「
南
る
も
い
米
」
の

品
質
と
評
価
の
向
上
を
期
待
し
た
い
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
状
況

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
人
口
減
少
や

高
齢
化
の
進
行
が
著
し
い
地
方
に
お
い
て

都
市
の
人
材
を
誘
致
・
活
用
し
、
そ
の
定

住
・
定
着
を
図
ろ
う
と
す
る
国
の
施
策
で

あ
り
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
。
市
で
は
、
観
光
や
農
業
・
健
康
分
野

な
ど
に
お
い
て
市
の
非
常
勤
職
員
と
し
て

採
用
さ
れ
て
い
る
。

　

六
月
ま
で
は
、
五
名
の
隊
員
が
勤
務
し

て
い
た
が
、
現
在
は
、
三
名
の
隊
員
が
市

の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
る
。

　

任
期
が
終
了
し
た
隊
員
は
、
地
域
に
定

着
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、
諸
事
情
に

よ
り
留
萌
を
離
れ
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

「
留
萌
の
地
域
の
た
め
に
」
と
の
想
い
を

も
っ
て
応
募
し
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
隊
員

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
施
策
の
目
的
で

あ
る
地
域
へ
の
定
着
の
た
め
に
地
域
全
体

と
し
て
考
え
な
く
て
は
と
思
う
。

各常任委員会からの報告

第
二
常
任
委
員
会
報
告

デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し
た
授
業

　

第
二
常
任
委
員
会
（
村
山
ゆ
か
り
委
員

長
）
は
十
一
月
二
十
二
日
、
今
年
度
か
ら

取
り
組
ん
で
い
る
「
デ
ジ
タ
ル
教
材
活
用

推
進
事
業
」
に
つ
い
て
、
モ
デ
ル
校
で
あ

る
留
萌
小
学
校
を
視
察
し
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
や
実
物
投
影
機
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
教
材
を
活
用
し

た
「
わ
か
る
授
業
」「
効
率
的
な
授
業
」

を
目
指
し
、
子
ど
も
た
ち
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
能

を
活
用
し
、
自
分
の
考
え
を
分
か
り
や
す

く
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
効
果

が
あ
る
。
さ
ら
に
、
教
師
が
指
導
内
容
を

分
か
り
や
す
く
教
え
る
こ
と
が
で
き
、
教

員
と
子
ど
も
た
ち
、
子
ど
も
た
ち
同
士
の

協
働
学
習
も
盛
ん
に
な
る
と
い
う
効
果
も

期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
日
は
、
三
年
生
の
国
語
と
六
年
生

の
算
数
の
時
間
で
、
従
来
ま
で
黒
板
に
描

い
て
い
た
図
形
な
ど
も
テ
レ
ビ
に
映
し
出

し
た
り
、
答
え
を
書
い
た
ノ
ー
ト
を
投
影

機
で
映
し
出
し
説
明
を
す
る
こ
と
で
、
児

童
の
考
え
も
短
時
間
で
表
現
で
き
、
分
か

り
や
す
く
共
有
し
て
い
る
様
子
が
伺
え

た
。
ま
た
、
校
舎
改
築
に
合
わ
せ
て
沖
見

小
学
校
と
統
合
し
た
留
萌
小
学
校
の
新
た

な
教
育
環
境
で
学
ぶ
姿
も
視
察
で
き
た
。

「（
仮
称
）地
域
医
療
教
育
セ
ン
タ
ー
」の
進
ち
ょ
く
状
況

　

市
立
病
院
が
進
め
る
医
師
確
保
対
策
と

し
て
建
設
す
る
同
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

二
十
六
年
度
か
ら
本
格
化
す
る
札
幌
医

科
大
学
の
臨
床
参
加
型
実
習
へ
の
対
応

と
、
道
内
医
科
大
学
が
進
め
る
総
合
診
療

医
養
成
の
た
め
の
地
域
医
療
研
修
病
院
と

し
て
、
優
位
性
の
あ
る
環
境
整
備
が
急
が

れ
る
中
、
医
師
・
医
学
生
の
長
期
滞
在
施

設
（
六
名
宿
泊
）
と
し
て
、
本
院
と
東

雲
診
療
所
の
中
間
に
建
設
。
建
設
費
は

一
億
二
千
万
円
。
二
十
六
年
四
月
完
成
、

五
月
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
い
る
。

　

留
萌
で
生
活
し
、
病
院
で
研
修
・
実
習

す
る
こ
と
で
、
地
域
医
療
や
留
萌
の
地
域

性
（
病
気
）
を
学
び
、
将
来
の
固
定
医
確

保
に
つ
な
が
る
。
ま
た
、
研
修
医
や
医
学

生
を
指
導
す
る
指
導
医
（
臨
床
医
）
の
派

遣
も
見
込
ま
れ
る
。
供
用
開
始
後
は
院
内

教
育
や
医
学
生
の
実
習
を
充
実
さ
せ
る
と

と
も
に
、
市
内
の
医
療
介
護
施
設
な
ど
と

情
報
共
有
を
図
る
場
と
し
て
医
療
連
携
の

強
化
が
図
ら
れ
る
。

▲完成した米低温倉庫を視察

▲デジタル教材を活用した授業を視察

　【報　告】
　専決処分の報告について　　　　　　　　　　　　　ほか１件�������������� 了
　【議　案】
　平成２５年度留萌市一般会計補正予算（第９号）
　平成２５年度留萌市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）
　平成２５年度留萌市病院事業会計補正予算（第３号）　
　「若者たちが萌えるまち」留萌市応援寄附条例の一部を改正する条例制定
　留萌市立小中学校設置条例の一部を改正する条例制定
　留萌市過疎地域自立促進市町村計画の変更について　ほか３件�������������� 原案可決
　留萌市固定資産評価審査委員会委員の選任について　ほか２件�������������� 同　　意
　【意見書】
　２０１４年度地方財政の確立を求める意見書
　ＴＰＰ協定交渉への参加に関する意見書　　　　　　ほか５件�������������� 原案可決

平成２５年第４回定例会が９日間の会期で開催され、一般会計補正予算、条例の一部を改正する条
例制定などを審議しました。

こんなことが決まりました
第4回定例会　12月3日〜11日

０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

　

平
成
二
十
五
年
度
の
政
策
研
究
会
が
十
一

月
十
五
日
、
旭
川
市
で
道
北
各
市
町
村
か
ら

関
係
者
百
四
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
た
。（
留

萌
市
か
ら
は
七
名
の
参
加
）

　

テ
ー
マ
は
「
北
海
道
の
森
林
・
林
業
を
め

ぐ
る
状
況
と
今
後
の
展
開
」
で
、
講
師
は
北

海
道
水
産
林
務
部
林
務
局
長
、森
田
良
二
氏
。

　

講
演
の
内
容
は

一
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
の
推
移
と
現
況

二
、
木
材
を
取
り
巻
く
最
近
の
動
き

三
、
今
後
の
展
開
に
お
い
て
は

　

①
北
海
道
森
林
づ
く
り
基
本
計
画　

②
森

林
の
管
理
・
運
営　

③
森
林
の
整
備　

④
木

材
の
利
用　

⑤
国
有
林
と
の
連
携
に
つ
い
て

話
さ
れ
た
。

　

特
に
木
材
利
用
に
関
し
て
は
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
と
、
木
造
・
木

質
建
築
物
の
整
備
促
進
に
よ
っ
て
、
道
産
材

の
需
要
拡
大
な
ど
が
強
調
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
市
町
村
に
お
い
て
、
具
体
的
な
取
り
組
み

の
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　

十
一
月
十
四
日
、
旭
川
市
で
行
な
わ
れ
た

議
員
研
修
会
に
留
萌
市
か
ら
八
名
の
議
員
と

職
員
一
名
で
参
加
し
た
。

　

開
会
挨
拶
の
後
、
北
大
名
誉
教
授
、
神
原

勝
氏
の
講
演
が
行
な
わ
れ
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
議
会
の
役
割
・
議
員
の
仕
事

か
ら
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
を
考
え
る
」
で

あ
り
、
議
会
改
革
の
現
状
、
二
元
代
表
制
の

原
理
、定
数
や
報
酬
問
題
の
視
点
な
ど
か
ら
、

定
数
削
減
の
経
緯
や
そ
の
内
容
の
検
証
を
含

め
、
各
地
方
自
治
体
で
行
な
わ
れ
て
い
る
事

例
の
紹
介
な
ど
も
交
え
て
説
明
さ
れ
た
。

　

最
後
に
は
、
具
体
的
な
定
数
や
報
酬
の
考

え
方
、
一
つ
の
例
を
示
す
と
と
も
に
、
諮
問

会
議
の
設
置
な
ど
の
方
策
に
つ
い
て
話
さ
れ

た
。

　

折
り
し
も
、
議
会
改
革
に
取
り
組
ん
で
い

る
留
萌
市
議
会
や
議
員
に
と
っ
て
も
大
い
に

興
味
の
あ
る
内
容
で
あ
り
、
真
剣
に
講
話
に

聞
き
入
る
姿
が
見
ら
れ
た
。
今
後
の
議
会
改

革
議
論
の
充
実
を
望
む
。

委員長　菅原千鶴子、副委員長　鵜城　雪子
委　員　燕　昌克、川口　宏和、天谷　孝行議会広報特別委員会

道
北
地
方
森
林
・
林
業
・
林
産
業
活
性
化
促
進
議
員
連
盟
連
絡
会

平
成
二
十
五
年
度
「
政
策
研
究
会
」
に
参
加
し
て

北
海
道
市
議
会
議
長
会
道
北
支
部
議
長
会
「
議
員
研
修
会
」
に
参
加
し
て
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記号の読み方
 問い合わせ先
 申 し 込 み 先
 電　話　  ファクス
 メール　  ホームページ

く
ら
し
の

お
知
ら
せ

今
月
も
知
っ
て
お
き
た
い
情
報
が
満
載
で
す

２０１４年

2月

札幌、旭川など留萌市以外の処方せんもどんどん受付けます!!

TEL42-0260

冠婚葬祭の着付け・成人式予約受付中
0120-42-6374

▼留萌市長の任期満了による選挙を２月２３日㈰に行います。この市長選挙での
投票所の一部に変更があります。
　第３投票区、第１９投票区および第２０投票区で投票所が変更になります。入
場券に記載している投票所で投票をお願いします。
●第３投票区（沖見町１丁目、宮園町１〜３丁目、幸町１〜４丁目、寿町１〜３丁
目、瀬越町９０番地以上）
　留萌小学校改築のため、投票所を「港西コミュニティセンター」に変更しまし
た。
　・留 萌 小 学 校→港西コミュニティセンター（港町３丁目）
●第１９投票区（タルマップ）、第２０投票区（ポンルルモッペ、字峠下）　
　第１８投票区、第１９投票区および第２０投票区を統合し、第１８投票区とす
るため、投票所を「幌糠コミュニティセンター」に変更しました。
　・樽真布親交会館→幌糠コミュニティセンター（幌糠町）
　・峠下町内会館　

◯入場券には変更後の投票所を記載しています。
◯入場券は有権者１人につき１枚です。
○投票所は平成２５年７月の参議院議員通常選挙から変更しています。

▼保育園の入園児を募集します。保護者（両親とも）が下記のいずれかに該当し、日中保育することができない家
庭の児童が対象です。ただし、同居の親族（祖父母など）が保育できる場合を除きます。

▼市では、保護者などが仕事や病気などで日中家庭にいない児童（小学校１〜６年生）のために、留守家庭児童会
を設けています。

投票所の一部に変更があります「平成26年度保育園の入園児」募集

「平成26年度留守家庭児童会入会児童」募集

暮らし暮らし子育て子育て

子育て子育て

 市・選挙管理委員会  42-1908

①保護者が昼間家庭外で働いている。
②保護者が家庭内で家事以外の仕事で働いている。
③保護者が出産前後（おおむね産前８週、産後８週）
である。
④保護者が病気、ケガ、心身障がいなどで就労困難である。

●利用時間　下校時から登録時間まで（最長１７：３０）
　　　　　　休校日は９：００〜（日曜、祝日、年末年始除く）
●申込期間　２月３日㈪〜１４日㈮　（日曜、祝日を除く）
●申 込 先　下記の各留守家庭児童会へ直接お申し込みください。

⑤保護者が同居の病人や心身に障がいのある方の世話
をしている。
⑥火災、震災、風水害など災害復旧に従事している。
⑦その他、①〜⑥に準ずる事由。

●負担金　１ 人 目（月額） １，８００円
　　　　　２人目以降（月額）  ９００円
　　　　　準要保護世帯（月額）  ９００円
　　　　　要保護世帯  無　　料

留守家庭児童会名 開設場所 住所・電話番号 定員
留萌小学校区（寿）留守家庭児童会 寿 児 童 セ ン タ ー 寿　　町３丁目 ☎４３- １１９３ ４０人
留萌小学校区（沖見）留守家庭児童会 沖 見 児 童 セ ン タ ー 沖 見 町５丁目 ☎４２- ００７２ ３０人
東 光 小 学 校 区 留 守 家 庭 児 童 会 住之江児童センター 住之江町３丁目 ☎４２- ４３８１ ５０人
緑 丘 小 学 校 区 留 守 家 庭 児 童 会 千 鳥 児 童 セ ン タ ー 千 鳥 町３丁目 ☎４２- ２２２６ ３０人
港 北 小 学 校 区 留 守 家 庭 児 童 会 港北小学校体育館２階 元町３丁目 ☎０９０- ７５１４- １２０３ ３０人
潮 静 小 学 校 区 留 守 家 庭 児 童 会 潮 静 児 童 セ ン タ ー 潮　　静３丁目 ☎４２- １３０３ ３０人

●申込期間　２月３日㈪〜１４日㈮　８：５０〜１７：２０（土日、祝日除く）
●申 込 先　市・教育委員会こども課
○申込用紙は、市・教育委員会こども課、各保育園で配布しています。
○定員や入所基準により入園できない場合がありますので、詳しくはお問い合わせください。
●募集対象保育園

保育園名 住所・電話番号 定員 保育対象 送迎バス

留萌保育園 寿　町２丁目 ☎４２- ７２７３ 　９０人 乳児（０歳児保育）〜、障がい児保育 有料（定員１２名）
原則３歳児以上

沖見保育園 沖見町５丁目 ☎４２- ７２２５ 　９０人 乳児（０歳児保育）〜、障がい児保育 有料（定員３９名）
１歳半以上

みどり保育園 高砂町３丁目 ☎４２- ７２２６ １２０人 １歳児〜、障がい児保育 な　　し

  市・教育委員会こども課  42-1808

 市・教育委員会こども課  42-1808

▼平成２６年度の留萌市競争入札参加審査申
請を受け付けます。
●受付期間　２月３日㈪〜１７日㈪
　　　　　　　　（土日、祝日除く）
　　　　　　９：００〜１６：００
●提 出 先　市・総務課契約係
●提出書類
　①申　請　書　工事など…市町村統一様式
　　　　　　　　物品など…留萌市独自様式
　②納税証明書　留萌市税（市民課窓口発行）
　　　　　　　　消 費 税（税務署発行）
○提出書類は持参してください。
○留萌市内に本店、支店などの事業所を有　
する法人および個人事業者は、平成２５年　
度にすでに登録済でも納税証明書などの提　
出が必要です。

▼敷地境界の臭気および放流水の水質調査の結果、ともに法律で
定められた基準値以内であることを報告します。
●臭気調査（測定場所：井原水産株式会社様）

調査項目 規制基準 測定値
（平成25年9月11日実施）

硫化水素（ppm） 0.02ppm 0.0005ppm未満
アンモニア（ppm） 1.0ppm 0.3ppm未満
トリメチルアミン（ppm） 0.005ppm 0.0008ppm未満

●放流水調査（測定場所：浄化センター内放流塩素混和池）

調査項目 放流水の水質基準 測定値
（平成25年8月28日実施）

pH 5.0〜8.6 7.1
SS（mg/ℓ） 40mg/ℓ以下 2mg/ℓ
BOD（mg/ℓ） 15mg/ℓ以下 2.5mg/ℓ
大腸菌群数（個/mℓ） 3,000個/mℓ以下 2個/mℓ
ダイオキシン類 10pg/ℓ以下 0pg/ℓ
n-ヘキサン（mg/ℓ）動植物油類30mg/ℓ以下 1.3mg/ℓ

「競争入札参加資格審査申請」
について

留萌浄化センターにおける
「臭気・放流水の水質調査結果」の報告届出届出 環境環境

  市・総務課  42-1803  市・上下水道課  42-2049

○低学年の児童、障がいのある児童の入会を優先するため、定員の都合により入会できない場合があります。
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只今、見学会開催中
※詳しくはお問い合わせ下さい
只今、見学会開催中
※詳しくはお問い合わせ下さい

▼市では、市営住宅の入居及び補欠入居申込者を募集します。
●申込書配布期間　１月２７日㈪〜２月６日㈭
　　　　　　　　　市・都市整備課にて配布
●申込期間　２月４日㈫〜６日㈭　９：００〜１５：００
●申 込 先　市役所１階ロビー特設窓口
●申込条件　①住宅に困窮している方で市税などの滞納がな
（一部抜粋）　いこと
　　　　　　②公営住宅法に定める収入基準に該当する方
　　　　　　③入居申込者および同居者が暴力団員でないこと
※その他の要件については下記までお問い合わせください。

・身障者向け住宅は、別途入居条件があります。
・家賃はその世帯の収入や扶養親族などにより異
なります。

・駐車場使用料金が別途毎月かかります。（車を所
有する方は駐車場の有無を必ず確認してください）

・共益費が別途毎月かかります。
・入居できる時期は３月末となります。
・申し込みの際は、印鑑・住民票・所得が確認で
きる書類などを持参願います。

・団地によっては、浴槽および風呂釜を各自用意
していただくことになります。

「市営住宅入居者」募集
暮らし暮らし

●一般世帯向け住宅

団地名 規模・構造など
募集住宅内容

戸数 階数 間取 住戸面積 月額家賃

大 町 団 地
鉄筋コンクリート造3階建 １ ２階 1LDK 42.2㎡ 9,600円〜14,300円
鉄筋コンクリート造4階建 27 １階〜４階 3LDK 69.9㎡〜 72.8㎡ 15,700円〜25,500円

沖見町あかしあ団地 鉄筋コンクリート造３階建、４階建 ４ １階〜４階 3LDK 76.2㎡〜 77.2㎡ 19,200円〜30,600円
沖 見 町 団 地 簡易耐火造　平家建 １ １階 2LDK 39.7㎡ 　10,200円〜15,200円
平 和 台 団 地 鉄筋コンクリート造4階建 14 １階〜 3階 3LDK 63.4㎡〜 68.7㎡ 14,100円〜23,600円

旭 町 団 地 鉄筋コンクリート造4階建
２ ４階 2LDK 36.9㎡ 　7,900円〜11,800円
1 ４階 3LDK 46.6㎡ 10,000円〜14,900円

元 町 団 地 鉄筋コンクリート造4階建 ３ １階、４階 3LDK 67.1㎡ 16,000円〜24,200円
塩 見 町 団 地 鉄筋コンクリート造3階建 ３ １階〜２階 3LDK 59.3㎡ 12,600円〜18,800円

藤 山 町 団 地 簡易耐火造　平家建
１ １階 1LDK 38.2㎡ 　6,300円〜　9,300円
１ １階 2LDK 47.0㎡ 　7,700円〜11,500円

幌 糠 町 団 地 簡易耐火造　平家建 １ １階 2LDK 43.5㎡ 　7,000円〜10,400円
見 晴 町 団 地 木　　　造　平家建 １ １階 3LDK 72.9㎡ 17,800円〜26,500円
●身障者向け住宅

団地名 規模・構造など
募集住宅内容

戸数 階数 間取 住戸面積 月額家賃
沖見町はまなす団地 鉄筋コンクリート造7階建 １ １階 3LDK 68.3㎡ 17,800円〜26,500円
沖見町あかしあ団地 鉄筋コンクリート造4階建 ２ １階 3LDK 81.6㎡ 22,300円〜33,200円
※補欠入居申込者とは、上記の募集団地以外の
　住宅に入居を希望される方です。   市・都市整備課  42-2025

▼市では、学生が経済的理由で進学を諦めることのな
いよう、学費の一部を援助する奨学金の貸付を行って
います。希望する学生は、市内中学校および高等学校、
教育委員会に設置している願書（下記ホームページか
らもダウンロードできます）などを提出してください。
●対　　象　大学、専門学校、高校に進学し選考基準
　　　　　　を満たす方
●必要書類
　①願書
　②学校長の推薦書
　③成績証明書（学校作成の調査書可）
　④健康診断書（学校で行う健康診断書の写し可）
　⑤世帯全員の所得課税証明書
●受付期間　２月３日㈪〜２８日㈮
　　　　　　８：５０〜１７：２０（土日、祝日除く）
●貸付金額　大　学　生　１８，０００円
　（１カ月）　専門学校生　１４，０００円
　　　　　　高　校　生　　９，０００円
●返済期間　貸付終了後１０年以内に返済（無利息）
●選考基準　
　①現在校の３年間の評定平均３．３以上
　②世帯の１年間の総所得金額が別に定める基準以下
　（詳しくはお問い合わせください）

▼幌糠コミュニティセンター運営協議会では、財団法人自治総合センターのコミュニティ助成事業により施設の維
持と地域コミュニティの推進のために、除雪機や芝刈機などの備品を整備しました。この事業は、同センターが全
国自治宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの収入を財源に住民のコミュニティ活動を促進し、その健全な発
展を図るとともに宝くじの普及広報を目的に行われています。
　これにより、同協議会のコミュニティ活動のさらなる充実が期待されます。

▼平成２５年分の確定申告が始まります。期間内に申告
をしましょう。また、所得税の確定申告書は国税庁のホー
ムページ（http://www.nta.go.jp）でも作成できます。
●申告相談の会場と日時（土日、祝日除く）
　市役所１階税務課市民税係
　２月１７日㈪〜３月１４日㈮　９：００〜１１：３０
　　　　　　　　　　　　　　１３：００〜１６：００
　留萌税務署（還付申告は下記期間以外も受け付けています）
　２月１７日㈪〜３月１７日㈪　９：００〜１７：００
●申告に必要なもの
　①印鑑
　②源泉徴収票など所得を証明するもの
　③国民健康保険税、国民年金保険料、社会保険料な
　どの領収書または証明書
　④生命保険料、地震保険料などの証明書
　⑤還付申告は本人名義の振込口座がわかるもの
　⑥医療費控除は平成２５年中に支払った医療費など
　の領収書（個人ごとに病院、薬局別に整理して提出）
　⑦配偶者に所得がある方は、その所得が証明できる書類
●市役所で申告をしなくてもよい方
　①勤務先で年末調整を行い、給与支払報告書の提出がある方
　②税務署で確定申告をする方
　③所得がなく、扶養家族になっている方など

「平成26年度留萌市奨学生」募集

「コミュニティ助成事業」活用報告

「平成25年分の確定申告」について
学ぶ学ぶ

暮らし暮らし

税・年金・保険税・年金・保険

  市・教育委員会学校教育課  42-3006
 http://www17.ocn.ne.jp/~rumoikyo/

 市・政策調整課  42-1809

  市・税務課  56-5004
　 留萌税務署  42-0663

 42-2010市・都市整備課

除雪時の事故を防止しましょう！

屋根の雪下ろしをするときは

除雪機を使用するときは

複数で
行う

はしごを支えたり、安全を
確認したり、万一の際は救
助のために！

滑り
止め

靴やはしごに滑り止め
を付けるなどの工夫を！

命綱 万一滑った場合や雪の
急落に備えて！

周囲を確認し、通行人や子どもにも十分注意しましょう 服装に
注意

機械に巻き込まれないように！

トラブル時は
エンジン停止

雪が詰まったなど、
トラブル時はエンジンを
必ず停止！

※やむを得ず一人で行う場合は家族や
　近所の人に声をかけましょう！

▼毎年、冬から春にかけて雪に埋
もれていた家庭用灯油タンクの接
合箇所や配管などが、雪の重みで
破損し、灯油が漏れ出す事故が発
生しています。
　油が流れ出ると、隣近所に迷惑
をかけるだけではなく、川や海の
環境汚染にもつながります。
　時々、灯油タンクを点検し、油
の流出を防ぎましょう。

灯油タンクは
大丈夫ですか環境環境

 市・環境保全課  42-1806

▼移動献血車「ひまわり号」が市内を巡回します。皆さんの献血へのご協力
をお願いします。

移動献血車「ひまわり号」の巡回
医療医療

 市・保健医療課（はーとふる内）  49-6050

巡　回　日　時 実　施　場　所
２月　５日㈬ 10：00〜 16：00 市 役 所 前 幸　　町１丁目
２月　６日㈭ 10：00〜 16：00 留 萌 合 同 庁 舎 前 住之江町２丁目

２月　７日㈮
10：00〜 12：30 留 萌 開 発 建 設 部 前 寿　　町１丁目
14：00〜 16：30 ホーマック・マックスバリュ前 南　　町４丁目

２月１０日㈪
10：00〜 11：00 空知商工信用組合留萌支店前 末 広 町２丁目
12：30〜 14：30 市立病院職員通用口前 東 雲 町２丁目
15：00〜 16：30 保健福祉センターはーとふる前 五十嵐町１丁目
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１
８
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５  56-5005市・総務課

気象情報に注意して暴風雪が予想される
ときは外出を控えましょう

●やむを得ず車で外出するときは
○車が立ち往生した場合に備え、防寒着、スコップ、けん引ロープ
などの準備と、十分に燃料があることを確認して出掛けましょう。

○万一に備えて、飲料水や非常食を用意しておくと安心です。
○運転中、地吹雪などにより危険を感じたら、無理をせずに近くの
建物などに避難し、天気の回復を待ちましょう。
●もしも吹雪で車が動けなくなったときは
○大雪や吹きだまりなどで車が立ち往生したときは、ＪＡＦなどの
ロードサービスや人家などに救助を依頼し、ハザードランプの点灯

暴風雪などによる被害防止のために
や停止表示板を置くなど、車が目立つようにしてください。

○避難できる場所や人家がない場合は、消防（１１９番）や警察（１１
０番）に連絡し、車の中で救助に備えてください。

○車が雪に埋まったときは、エンジンを切りましょう。マフラーが
雪に埋まると排気ガスが車内に逆流し、

　一酸化炭素中毒を起こす恐れがあります。
○やむを得ずエンジンをかけるときは
　窓を開けて換気してください。

 56-5005市・総務課

気象情報に注意して暴風雪が予想される
ときは外出を避けましょう

●やむを得ず車で外出するときは
○車の立ち往生に備え、防寒着、長靴、手袋、スコップ、けん引ロー
プなどの準備と、十分に燃料があることを確認してください。

○万一の備えて、飲料水や非常食を用意しておくと安心です。
○運転中、地吹雪などによる危険を感じたら、無理をせず近くの
建物などに避難し、天気の回復を待ってください。
●もしも吹雪で車が動けなくなったときは
○吹きだまりなどで車が立ち往生したときは、ＪＡＦなどのロー
ドサービスや近くの人家などに救助を依頼し、ハザードランプ

暴風雪などによる被害防止のために
の点灯や停止表示板を置き、車が目立つようにしてください。

○避難できる場所や人家がないときは、消防（１１９番）や警察
（１１０番）に連絡し、車中で救助に備えてください。
○車が雪に埋まったときは、エンジンを切りましょう。マフラー
が雪に埋まると排気ガスが車内に逆流し、一酸化炭素中毒を
起こすおそれがあります。

○防寒などでやむを得ずエンジンをかけるときは窓を開けて換
気し、こまめにマフラーのまわりを除雪してください。

◆
戸
籍
の
電
算
化
と
は

　

こ
れ
ま
で
の
戸
籍
は
、
紙
の
原
本

で
管
理
さ
れ
、
手
作
業
で
記
録
な
ど

を
行
っ
て
い
た
た
め
、
多
く
の
時
間

が
必
要
で
し
た
。

　

戸
籍
の
電
算
化
は
、
戸
籍
事
務
を

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
す
る
こ
と
に

よ
り
、
戸
籍
の
作
成
か
ら
証
明
書
発

行
ま
で
の
時
間
を
短
縮
し
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
紙
か
ら
デ
ー
タ
で
の
保
存

に
変
わ
り
、
毎
日
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
さ

れ
る
の
で
、
災
害
で
の
戸
籍
の
消
失

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

※
今
回
の
電
算
化
は
、
本
籍
地
が

留
萌
市
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
戸
籍
謄
本
な
ど
の

名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

電
算
化
に
伴
い
、
戸
籍
謄
本
な
ど

の
名
称
が
変
わ
り
ま
す
。

　

｢

戸
籍
謄
本｣

が｢

全
部
事
項
証
明

書｣

に
、｢

戸
籍
抄
本｣

が
、｢

個
人
事
項

証
明
書｣

と
、そ
れ
ぞ
れ
名
称
が
変
わ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
形
式
も
文
書
形
式
か
ら
箇

条
書
き
形
式
へ
、
用
紙
サ
イ
ズ
も
従

来
の
Ｂ
４
版
か
ら
Ａ
４
版
に
な
り
ま

す
。

◆
本
籍
の
表
示
が

一
部
変
わ
り
ま
す
。

　

本
籍
が「
○
○
番
地
の
△
」と｢

の｣

が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
新
し

い
戸
籍
で
は｢

の｣

が
省
略
さ
れ｢

○

○
番
地
△｣

と
表
示
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
住
民
票
の
本
籍
欄
も
、｢

○

○
番
地
の
△｣

か
ら｢

○
○
番
地
△｣

と｢

の｣

の
表
示
が
省
略
さ
れ
ま
す
。

◆
登
録
す
る
た
め
の

「
氏
名
字
体
」確
認
に
ご
協
力
を

　

戸
籍
は
昔
、
手
書
き
で
記
載
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
書
き
ぐ
せ
な
ど
に

よ
り
常
用
漢
字
や
漢
和
辞
典
に
な
い
文

字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
の
文
字
は
こ
の
電
算
化
に
よ
り
、

辞
書
な
ど
に
載
っ
て
い
る
戸
籍
で
使
用

で
き
る
文
字
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。字
体
が
変
わ
る
方
に
は
、２
月

中
旬
に
通
知
を
送
り
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

戸
籍
の
電
算
化
に
よ
り
、

３
月
17
日
㈪
か
ら
戸
籍
が
変
わ
り
ま
す
。

戸
籍
は
、
生
ま
れ
て
か
ら
死
亡
す
る
ま
で
を
登
録
す
る
重
要
な
公
簿
で
、
明
治
５
年
の
戸
籍
法
施
行
以
来
、
現
在
ま
で
手
書

き
ま
た
は
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
で
記
録
、
管
理
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
６
年
の
戸
籍
法
改
正
に
よ
っ
て
電
算
化
が
可
能
に
な

り
、
市
で
は
戸
籍
事
務
の
迅
速
化
を
図
る
た
め
、
３
月
17
日
㈪
か
ら
電
算
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
戸
籍
事
務
を
始
め
ま
す
。

（１の１）

平成６年法務省令第５１号附則第２条第１項による改製

【配偶者区分】 夫

【配偶者区分】 妻

発行番号 00000001

これは、戸籍に記載されている事項の全部を証明した書面である。

北海道留萌市長

昭和３８年４月８日

昭和３８年４月２日

昭和４０年３月３日

昭和４０年３月３日

平成２年８月３０日

桃子

【出生地】

【生年月日】

北海道留萌市

全	 部	 事	 項	 証	 明

身分事項

昭和３８年４月２日

【続柄】 長男

【出生日】

【父】 ○○一郎

【配偶者氏名】

以下余白

【従前戸籍】 東京都富士区中央１００番地　　富士次郎

○○太郎

長女

本 籍

氏 名 ○○　太郎

戸籍事項

【改製事由】

平成２６年３月１５日

北海道留萌市○○町○丁目○○番地

戸籍に記録されている者

【名】

戸籍に記録されている者

【名】

出 生

【配偶者氏名】

【届出人】 父

【生年月日】

太郎

北海道留萌市○○町○丁目○○番地　　○○一郎
富士桃子

【届出日】

婚 姻

戸籍改製 【改製日】

○○富子

【従前戸籍】

【婚姻日】

【母】

平成２６年３月１７日

身分事項

【父】 富士次郎

出 生

婚 姻

富士花子

【届出人】

【届出日】

平成２年８月３０日

【母】

【出生日】

父

【婚姻日】

昭和４０年３月１０日

東京都富士区【出生地】

【続柄】

職印
○○　○○

男 長

父母

 
平
成
弐
年
八
月
参
拾
日
富
士
桃
子
と
婚
姻
届
出
北
海
道
留
萌
市
○
○
町
○
丁
目

○
○
番
地
○
○
一
郎
戸
籍
か
ら
入
籍
㊞

 
昭
和
参
拾
八
年
四
月
弐
日
北
海
道
留
萌
市
で
出
生
同
月
八
日
父
届
出
入
籍
㊞

○
○

一
郎

昭

和

参

拾

八

年

四

月

弐

日

夫生出

富
子

 籍     本  

 名       氏  

北
海
道
留
萌
市
○
○
町
○
丁
目
○
○
番
地

 
平
成
弐
年
八
月
参
拾
日
編
製
㊞

○
○

太
郎

太
 

郎

桃
 

子

昭

和

四

拾

年

参

月

参

日

富
士

次
郎

父妻 母

女 長

 
平
成
弐
年
八
月
参
拾
日
○
○
太
郎
と
婚
姻
届
出
東
京
都
富
士
区
中
央
百
番
地

 
昭
和
四
拾
年
参
月
参
日
東
京
都
富
士
区
で
出
生
同
月
拾
日
父
届
出
入
籍
㊞

富
士
次
郎
戸
籍
か
ら
入
籍
㊞

　
　
　
　
　
　
　
北
海
道
留
萌
市
長
　
　

○
○
　
○
○

生出

　
　
平
成
弐
拾
六
年
参
月
参
日

こ
の
謄
本
は

戸
籍
の
原
本
と
相
違
な
い
こ
と
を
認
証
す
る

花
子

職印

使用できない文字と
対応する文字の例

邉
葊

邉
廣
藤

→
→
→藤

（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
後
）

（
現
在
の
記
載
）

新 従来

戸籍証明書の新旧対照
変　更　前 変　更　後

名称
戸籍謄本 戸籍の全部事項証明書
戸籍抄本 戸籍の個人事項証明書

様式 Ｂ４判横長 Ａ４判縦長
書式 文章体縦書き 項目別横書き

▼屋根から落ちる雪や氷、つららによる事故を防ぐため、
下記に注意しましょう。
○落氷雪の恐れのある建物には安全管理のため、雪止めを
設置してください。また、設置済みの雪止めも必ず点検
を行ってください。

○気温が上昇したときは（約－３℃〜＋約３℃）は屋根から
雪が落ちやすいため、早めに落としてください。その際は
歩行者や遊んでいる子どもなどに充分注意してください。
○大量の雪が屋根から落ちたときは、直ちに事故がないか確
かめ、すみやかに処理してください。
○交通事故、交通障害防止のため、屋根から落ちた雪や敷地
内の雪を道路に出さないでください。
○軒下を通行するときは屋根からの落氷雪に注意してください。
○軒下や道路では、子どもを遊ばせないでください。
○ビルの壁や窓枠、突出看板などの雪や氷は除去してください。

屋根から落ちる雪や氷、つららに
注意してください！暮らし暮らし

 市・都市整備課  42-2010　留萌開発建設部  42-2315
留萌振興局事業課  42-1849　留 萌 警 察 署  42-0110

▼留萌の冬の生活を楽しむイベント、「オロロン・
スノーパラダイス２０１４」を開催します。
●日　程　２月７日㈮〜９日㈰
●料　金　無料（一部有料）
・雪のわくわく迷路（場所　留萌合同庁舎）
　２月７日㈮　１７：００〜１９：３０
　　　８日㈯　１０：００〜１９：３０
　　　９日㈰　１０：００〜１２：００
・けあらしの里　（場所　海のふるさと館）
　２月７日㈮　１４：００〜２０：００
・キャンドルナイト〜光のファンタジー〜
　　　　　　　（場所　留萌合同庁舎周辺）
　２月７日㈮、８日㈯　１７：００〜１９：３０
○天候によってはイベントが中止になる場合があります。
○イベントの詳細は、チラシまたは留萌振興局のホ
ームページをご覧ください。

「オロロン・スノーパラダイス
2014」開催！

留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

 オロロン・スノーパラダイス・プロジェクト事務局
（留萌振興局地域政策課）  42-8425

 http://www.rumoi.pref.hokkaido.lg.jp/

▼寒い季節、炭火を囲んで恒例のやん衆浜焼き、や
ん衆浜鍋、各種アトラクションで楽しいひと時を！
●日　時　２月４日㈫、５日㈬　１７：３０〜２１：００
●場　所　やん衆特設会場（留萌産業会館向い）
○やん喰いバトル、やん衆福招き選手権、キッズス
テージ、抽選会などイベントが盛りだくさんです。
○スイーツ（子ども限定）、ふるまい鍋の配布を行います。

「やん衆横丁 ２月の陣」開催！
留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

 やん衆横丁実行委員会事務局  　　
 （市・経済港湾課）  42-1840

▼平成２６年 4月末の口座振替分より、割引額のより大きな２年前納が利用できるようになります。
●２年前納（口座振替）のメリット　　　　　　　　　　　　　　　　○２年前納は口座振替のみ利用できます。
　①２年間で１４，０００円程度の割引となります。　　　　　　　　○申込期限は毎年２月末までです。
　②２年前納分の全額がその年の社会保険料控除の対象となります。
　③口座振替を利用することにより、納め忘れを防ぐことができます。

国民年金保険料の納付方法として「2年前納（口座振替）」が始まります
税・年金・保険税・年金・保険

  留萌年金事務所  43-7211

▼北海道財務局では、専門の相談員が借金返済に悩む方
へ適切な解決方法を提案しています。また、預金・融資、
保険、貸金、投資商品などの金融商品、サービスに関す
る質問や相談も受け付けています。秘密は厳守します。
●日　　時　２月２５日㈫　１０：００〜１７：００
　　　　　　（相談受付は１６：００まで）
●場　　所　旭川地方合同庁舎
　　　　　　（旭川市宮前通４１５５番３１）

「多重債務・金融一般出張相談会」の実
施について（旭川会場）

留萌市
以外からの
お知らせ

留萌市
以外からの
お知らせ

 北海道財務局  011-807-5144（相談員直通）
　　　　　　　　　　011-807-5145
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からだ こころすこやか イキイキすこやか イキイキ

   市・地域包括支援センター（はーとふる内）  49-6060

1日㈪・8日㈪・15日㈪・22日㈪ ※月曜休館
28日㈮ ※館内整理のため休館

☎４２-２３００
２月 休館日図書館からのお知らせ

【映　画　会】
・30日㈰ 10：30～（96分） 椿三十郎［一般向］

 13：30～（60分） セーラームーンR［児童向］ 

【映　画　会】
・ 4日㈯ ドラえもん のび太の創世日記 10：30～（98分）
 ［児童向］ ちびまる子ちゃん おじいちゃんはつらいよ 13：30～（70分）
・ 5日㈰ かいけつゾロリ 10：30～（50分）
 ［児童向］ シュレック 13：30～（94分）
・19日㈰ バック・トゥ・ザ・フューチャー 10：30～（116分）
 ［一般向］ 海底二万哩 13：30～（128分）

１日㈯～３日㈪ ※蔵書点検休館
10日㈪・17日㈪・24日㈪ ※月曜休館
28日㈮ ※館内整理のため休館【おはなしかい】

・  8日㈯ 13：30～［対象：幼児・小学生］ 土曜おはなし会
・14日㈮ 11：00～［対象：0・1・2歳児］ ちいさいこのおはなしかい
・22日㈯ 13：30～［対象：幼児・小学生］ 土曜おはなし会
・26日㈬ 11：00～［対象：0・1・2歳児］ 水曜おはなしかい

【ブックスタート】はーとふる9カ月児健診会場
・19日㈬ 13：00～

【おはなしかい】
・13日㈮ 13：30～［対象：幼児・小学生］ 土曜おはなし会
・19日㈮ 11：00～［対象：0・1・2歳児］ ちいさいこのおはなしかい
・24日㈬ 11：00～［対象：0・1・2歳児］ 水曜おはなしかい
・27日㈯ 13：30～［対象：幼児・小学生］ 土曜おはなし会

平成２５年１０月、文部科学省から「平成２４年
度体力・運動能力調査」の結果が公表されました。
７０歳代で男女ともに、６項目のテストの合計得
点が過去最高を記録。また、６５歳から６９歳まで
の男性の合計も過去最高でした。（下記は調査結果
の一例）

ひと昔前の高齢者より、現代の高齢者の方がずっ
と元気、ということになるのですが、市民の皆さん
は「自分もこれくらいの体力はある」という自信が
ありますか？
北海道は、冬場の屋外運動が制限され、地方では
スポーツクラブも充実していないため、どうしても

運動不足になりがちです。
高齢者が要介護状態になる原因の２割以上は「ロ
コモ（運動器の機能低下）」です。
運動不足は、介護状態に陥る魔の近道。なかでも、
運動不足により筋力やバランス能力が低下し、転
倒・骨折に至るというのが、最悪のパターンと言え
るでしょう。雪道で転ぶと危ないから家にいる、そ
の予防は大切です。でも、何もしないで家にいると、
歩くのに必要な機能がどんどん失われてしまう危険
性があります。
転倒予防に一番大切なのは、全身の筋力や体力を
より良い状態に保つことです。
自分は大丈夫かな？と不安に思うあなた。
家の中でも、床拭きのような動き
の大きい家事をする、こまめに立っ
て片付けをする、家庭でもできる体
操に取り組むなど、積極的に体を動
かし、「転びにくい体づくり」を心が
けましょう。

ちなみにこの調査、働き盛りの年代
では低下傾向が見られるそうです。ま
だ若いからと油断していたら、高齢者
になる頃にはすでに「ロコモ」、なんて
ことにならないよう、どうぞご注意を。

☆地域包括支援センターでは、市内各所で介護
予防事業を実施しています。
　興味のある方は、下記までご連絡ください。

ロコモ（運動器の
機能低下）を防いで、転びにくい体づくりを!!

富 山 整 形 外 科

はーとふる

「質の良い睡眠」

健康コラム

２月２３日の
日 曜 当 番 医 院

末広町１丁目	☎42-2030
　　　　9：00～17：00

※上記以外の日曜日・祝日およ
び夜間の診療はかかりつけの
病院・医院へお問い合わせく
ださい。
※市立病院は二次医療病院とし
て、すべての土曜日・日曜日・
祝日・夜間に対応しています。

　１日㈯ 基礎老年医学講座②「神経疾患について」  9：30〜11：30
    講師：札幌医科大学 教授　小海　康夫　氏
　１日㈯ 救急蘇生法とＡＥＤ体験講習会  13：00〜14：30
　８日㈯ マンスリー健康講話「糖尿病の前兆と危険」  13：00〜14：00
    講師：留萌市立病院 院長　笹川　　裕　氏
１５日㈯ 基礎老年医学講座③「循環器疾患について」  9：30〜11：30
    講師：札幌医科大学 教授　小海　康夫　氏
１５日㈯ マンスリー健康講話「うつ病の恐ろしさ」  13：00〜14：00
    講師：札幌医科大学 教授　小海　康夫　氏
２５日㈫ 認知症サポーター養成講習会  13：00〜14：30

【開館時間】 9：00～17：00／9：00～20：30（水・木）
　　　　　　※20：00以降は入館できません

２月のイベント

休館日 月曜日・祝日

るもい健康の駅

保健福祉センターはーとふる

☎43-8121

☎49-6050

２月

　４日㈫ ３　歳　児（２３年　１月生）
【受付】　　　
１３：００　
〜１３：３０

　５日㈬ １歳６カ月児（２４年　７月生）
１８日㈫ ４ カ 月 児（２５年１０月生）
１９日㈬ ９ カ 月 児（２５年　４月生）

対象は１歳６カ月以上の子どもです

２月
　６日㈭ １０：００〜１１：００ １３：００〜１５：３０
２０日㈭ １３：３０〜１５：３０

高齢者対象の筋力アップ体操　〜時間内出入り自由〜

２月
毎週月曜日 １０：００〜１２：００

１３：３０〜１５：３０
毎週金曜日

乳幼児の発育・発達などについてご相談ください

２月
　６日㈭

　９：３０〜１１：３０ １３：００〜１５：００
２０日㈭

●乳幼児健診　　　対象児には事前に文書でお知らせします

●フッ化物塗布　　　　予約制で料金は１回５００円です

●ピンピンからだ広場　

●母子健康・栄養相談（乳幼児）

●一般健康・栄養相談（乳幼児～成人）

※各種予防接種やがん検診は、広報４月号に折り込みした水色の用
紙「留萌市保健予防事業一覧」をご参照ください。
※はーとふるでは、随時、電話や来所での相談を受け付けています
ので、お気軽にご相談ください。

　皆さんは、朝起きたとき
に、疲れが取れていないこと
はありませんか。
　夜遅くまでのテレビ観賞や
深夜の活動は、体内時計がず
れやすくなります。
　また、テレビやパソコン、
携帯電話など、音や光の刺激
は脳が眠りにくくなることが
分かっています。
　早めに布団に入って身体を
休めると脳もリラックスで
き、眠りやすくなります。
　質の良い睡眠は心身のスト
レスを解消する効果があり、
翌日のエネルギーに繋がりま
す。
　質の良い睡眠をとるために
は、就寝する３０分前には布
団に入る、部屋の照明を暗く
するなど、入眠しやすい環境
を整え、心も身体もリフレッ
シュできる睡眠を心掛けまし
ょう。

年齢を問わず健康相談を行います
２月 ２５日㈫ １０：００〜１１：３０ 千 鳥 児 童 セ ン タ ー

るもい健康の駅ホームページ　http://www.cohortopia.jp/eki/
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［vol.15］ごみ減量のコツごみ減量のコツ

１ プラスチック製容器の分別のチェックポイント ２ 紙類の分別のチェックポイント

　プラスチック製容器、紙製容器の分別に、不適正なものが多くあります。適正な排出のために、
プラスチック製容器と紙類の分別のチェックポイントを紹介します。

①商品を入れる、または包装するもの
②中身が商品であるもの
③商品を使ったら不要になる入れ物

新聞、雑誌、ダンボール、牛乳パックですか？

上記のすべてに該当しますか？

はい いいえ

いいえ

いいえ

いいえ
はい

汚れがとれた

可燃系埋立ごみ

可燃系埋立ごみ

不燃系埋立ごみ

プラ製容器（資源にリサイクル）

汚れをチェックします。
チェック１：水でさっと洗ったり、簡単に
　　　　　　汚れをふきとる。
チェック２：水気を切り、
　　　　　　汚れを確認する。

硬質プラスチック製品
（洗面器、おわん、ハンガー、
弁当箱、プラモデル、
バケツ、おもちゃ、CDや
DVDのケース）、荷造り用
バンドやひもなど

はがき、手紙、封筒、コピー用紙、
メモ用紙、色紙、折り紙、画用紙、
トイレットペーパー・ラップ・
アルミホイルの芯、ポスター、
１枚もののダイレクトメールなど

レシート、パズル、写真、
キッチンペーパー、油紙、
感熱紙、紙コップ、紙皿、
ティッシュ、汚れた紙、
シュレッダーされた紙など

汚れがとれないプラ製容器、
ストロー、水切りネット、
クリーニングのポリ袋など

マークがついていますか？

マークがついていますか？

紙製容器（資源にリサイクル）

雑がみ（資源にリサイクル）

それぞれの方法で
排出してください

（資源にリサイクル）

汚れがとれない汚れがとれない

はい

はい

はい

透明または半透明袋の使用のお願い
　中身の見えない袋を使用しているものがあ
ります。中身が見えないごみ袋を使用すると、
一つ一つ中身を確認しなければならなく、収
集・選別作業に支障がありますので、透明ま
たは半透明の袋は「中身の見える」袋を使用
してください。白色、乳白色の袋は使用でき
ませんので注意してください。

 　市・環境保全課  42-1806

「広報るもい」掲載広告募集
●申込期間　２月３日㈪～２８日㈮
●掲 載 枠　・暮らしのお知らせページ下段
　　　　　　　縦４.５cm×横１８cm
　　　　　　・裏表紙
　　　　　　　縦１３cm×横１８.５cm

●申 込 先　市・政策調整課
●そ の 他　申込時に、掲載箇所を選んでいただきます。
　　　　　　料金、必要書類などはお問い合わせください。

市・政策調整課 42-1809

「広報るもい」に広告を掲載し
企業などのＰＲをしませんか？

▼収集の申し込みは収集日２日前の１５：００までにお願いします。

　　１９日㈬　大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町
　　２０日㈭　寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台
　　２１日㈮　見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町
　　２６日㈬　三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、花園町、末広町、旭町
　　２７日㈭　住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町
　　２８日㈮　東雲町、緑ヶ丘町、南町、潮静、大和田、藤山町、
　　　　　　　幌糠町、中幌、樽真布、南幌、峠下町、東幌

２月の粗大ごみ収集日

  留萌南部衛生組合  43-2555

日
程
と
収
集
地
区

納 税 に つ い て

留 萌 市　　　　　アンテナ情 報
下記以外のお問い合わせ

■総　務　課	 42-1801
市の財政、地籍調査など

■財　務　課	 42-1813
道市民税など

■税　務　課

市民税係	 56-5004
固定資産税など

その他の係	 42-1804
広報、町内会、市民活動など

■政策調整課	 42-1809
農業、漁業、水産加工業など

■農林水産課	 42-1837
商工業、観光、港湾など

■経済港湾課	 42-1840
社会福祉施設、生活保護、
障がい者に関することなど

■社会福祉課	 42-1807
戸籍、各種証明、国保・後期、
医療費助成など

■市　民　課	 42-1805
道路、公園、市営住宅など

■都市整備課	 42-2010
水道料金や上下水道のトラブルなど

■上下水道課

上水道係	 42-5151
下水道係	 42-2049

公衆衛生、市営墓地など

■環境保全課	 42-1806
市内の小中学校など

■学校教育課	 42-3006
児童手当、児童虐待など

■こども課	 42-1808
社会教育、スポーツなど

■生涯学習課	 42-0435
健康づくり、介護保険など

■保健医療課	 49-6050
■介護支援課	 49-6070
るもい健康の駅など

■コホートピア推進室

	 56-1535
広域ごみ処理、粗大ごみなど

■留萌南部衛生組合	

	 43-2555

主な電話番号

困ったときは

相談しましょう

市 民 相 談

■市民課

５６- ５００３
──────────
健 康・ 栄 養 相 談

■はーとふる

４９- ６０５０
──────────
教 育 相 談 電 話

学校教育に関すること
■教育委員会学校教育課

４２- ３００６
──────────
児童福祉に関すること
■教育委員会こども課
　家庭児童相談室

４２- １８０８
──────────
社会教育に関すること
■教育委員会生涯学習課

４２- ０４３５
──────────
家 庭 児 童 相 談 室

■教育委員会こども課

４２- １８０８
──────────
高齢者に関する相談

■留萌市地域包括支援センター

４９- ６０６０
──────────
防 災 相 談

■総務課

５６- ５００５

・総人口	 ２３，４５２	 人 	 （－３８ 人 ）

・　男	 １１，２０４	 人 	 （－２０ 人 ）

・　女	 １２，２４８	 人 	 （－１８ 人 ）

・世帯数	 １２，０４８	世帯	 （－１４世帯）

・出　生	……１６人

・死　亡	……３０人

●今月納期の市税	 ・国民健康保険税　８期
	 納期限　２月２８日㈮
●夜間納税相談窓口	 ２月２７日㈭
	 20：00まで

●休日納税相談窓口	 ２月２３日㈰
	 9：00 ～ 17：00　　

朝　8：05～8：10
夕　5：05～5：10広報るもいは再生紙を

使用しています　　　

留萌市情報プラザ
災害時は 76.9MHz
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

毎週

月～金

曜日

FM 76.9MHz
エフエムもえる

人口と世帯数

人 口 動 態

平成２５年１２月末現在

※（　）内は前月比

平成２５年１２月末現在

・転　入	……３０人

・転　出	……５７人

市長とフリートーク
してみませんか？

市長とホットライン（FAX） 市民の声メール

koucyou@e-rumoi.jp0 1 2 0 - 2 2 3 - 8 4 6

あなたが知りたい「市政のいろいろ」、市の職員が直接

出向いてわかりやすくご説明します。

お申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

毎月1回、市民の皆さんと市長との対話の

機会を設けています。

参加人数、話題、形式は問いません。

また、事前の受付もいりません。時間内で

あればいつでもお越しください。

お気軽にお申し込みください

お茶の間トーク

市役所あての郵便物は下記郵便番号とあて名

（留萌市役所・担当課）で届きます。

〒077-8601	留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ	http://www.e-rumoi.jp/

e-メール	 kikaku@e-rumoi.jp

■日時

２月７日㈮ 
　　　　9：00～17：00

■場所

　市役所	市長室
※お問い合わせは

　市・政策調整課
　☎4 2 ｰ 1 8 0 9
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錦 町 店 ・バリアフリーのトイレ
・軽食コーナー

～憩いとやすらぎのスペース～

コミュニティ施設では、イベントの告知や買い物情報など留萌の情報がいっぱい！
会議など利用に関するお問い合わせやお申し込みは下記までご連絡ください。

開運町店

コミュニティ施設

留萌市商店街振興組合連合会からのお知らせ留萌市商店街振興組合連合会からのお知らせ

2月上旬オープン!!
・１階 チャレンジ
　　　 レストラン・カフェ
・２階 貸会議室

●千成家 野崎種苗店●
チューオー●

アヅマ時計店●●蛇の目
宮
本
商
店
●

●
フ
ミ
ヤ

●
幹

●
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ワ
イ
ト

　レ
デ
ィ

●
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●
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屋
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ザ
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●
北
海
道
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行
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髪
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